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六
十
三
歳
、
チ
ョ
モ
ラ
ン
マ
の
頂
に
立
つ

法
政
大
学
山
岳
部
Ｏ
Ｂ
　
山
本
俊
雄
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C4か らチョモランマを望む

■
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
登
山

世
界
最
高
峰
の
頂
上
に
立
つ
こ
と
は
私

た
ち
の
強
い
憧
れ
で
あ
り
、
私
の
生
涯
の

夢
で
も
あ

っ
た
。

法
政
大
学
創
立
百
二
十
周
年
記
念
事
業

の

一
環
と
し
て
、
山
岳
部
で
は

「チ

ョ
モ

ラ
ン
マ
登
山
隊
二
〇
〇
〇
」
を
立
ち
上
げ

る
こ
と
に
な

っ
た
。
計
画
段
階
で
は
、
慎

重
論
や
積
極
的
反
対
論
も
少
な
く
な
か
っ

た
が
、
ひ
と
つ
の
流
れ
と
も
い
え
る
シ
ェ

ル
パ
レ
ス
、
無
酸
素
を
掲
げ
て
危
険
を
冒

す
よ
り
も
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
建
前
に
し

た
自
分
た
ち
で
で
き
る
最
高
の
も
の
を
求

め
る
山
登
り
を
全
う
し
よ
う
、
と
い
う
こ

と
で

一
致
し
、
準
備
が
進
め
ら
れ
た
。

Ｏ
Ｂ
山
想
会
が
中
心
に
な

っ
て
草
案
が

練
ら
れ
た
が
、
法
政
大
学
登
山
隊
と
銘
打

つ
以
上
現
役
学
生
二
名
を
加
え
る
こ
と
と

し
、
総
勢
十
八
名
の
隊
員
構
成
に
な

っ
た
。

学
生
隊
員
に
は
海
外
登
山
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を

体
験
し
て
も
ら
い
、
次
に
繋
い
で
ほ
し
い

と
い
う
強
い
思
い
が
あ

っ
た
。
医
師
と
し

て
国
立
大
阪
病
院
の
清
水
健
太
郎
ド
ク
タ

ー

（阪
大
医
学
部
山
岳
部
Ｏ
Ｂ
、
二
十
六

歳
）
の
参
加
を
仰
い
だ
。

登
山
者
の
高
齢
化
が
叫
ば
れ
て
久
し
い
　

＞

が
、
ご
多
分
に
漏
れ
ず
還
暦
前
後
の
隊
員

　

Ｈ

が
中
心
の
シ
ル
バ
ー
登
山
隊
が
結
成
さ
れ

た
。
中
村
敏
夫
隊
長
が
六
十
歳
、
登
攀
隊

長
を
勤
め
る
私
が
六
十
三
歳
、
増
田
昌
士

総
副
隊
長
が
六
十
七
歳
で
あ
る
。

三
月
二
十
四
日
、
本
隊
は
成
田
を
出
発
。

■
ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
を
経
て
Ａ
Ｂ
Ｃ
ヘ

カ
ト
マ
ン
ズ
か
ら
車
で
国
境
を
越
え
て

チ
ベ
ッ
ト
に
入
る
。
五
年
前
に
チ

ョ
ー

・

オ
ユ
ー
に
登

っ
た
時
に
・、
西
遊
記
の
金
角
、

銀
角
大
王
が
今
に
も
出
て
き
そ
う
に
思
え

た
荒
漠
と
し
た
地
の
果
て
の
景
観
で
あ
る
。

高
度
順
化
に
は
ラ
ン
タ
ン

・
リ
ル
ン
を

選
ん
だ
。
こ
こ
は
私
た
ち
が
決
し
て
忘
れ

る
こ
と
の
で
き
な
い
山
で
あ
る
。　
一
九
八

九
年
春
、
登
攀
中
に
雪
崩
に
襲
わ
れ
、
三
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覇
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人
の
仲
間
を
失

っ
た
。
そ
の
慰
霊
祭
を
行

う
た
め
で
も
あ

っ
た
。

四
月
十
五
日
、
五

一
五
〇
メ
ー
ト
ル
に

ベ
ー
ス
キ
ヤ
ン
プ
が
設
営
さ
れ
た
。
張
り

切
り
す
ぎ
た
学
生
た
ち
は
早
々
に
麓
の
部

落
に
下

っ
た
し
、
頭
痛
を
訴
え
る
者
も
出

て
き
た
。
天
候
は
安
定
せ
ず
、　
一
晩
で
積

も

っ
た
雪
が
日
差
し
の
強
い
翌
日
の
午
前

中
に
は
跡
形
も
な
く
な
る
。
晴
れ
る
と
北

風
が
強
く
、
砂
塵
が
テ
ン
ト
に
舞
い
込
む
。

リ
エ
ゾ
ン
、
通
訳
、
コ
ッ
ク
、
キ
ッ
チ

ン
ボ
ー
イ
、
そ
れ
に
八
名
の
シ
ェ
ル
パ
が

チ
ー
ム
に
加
わ

っ
た
。

六
三
五
〇
メ
ー
ト
ル
の
Ａ
Ｂ
Ｃ

（ア
ド

バ
ン
ス

・
ベ
ー
ス
キ
ヤ
ン
プ
）
ま
で
の
荷

揚
げ
に
、
延
べ
八
十

一
頭
の
ヤ
ク
を
使

っ

た
が
、
そ
の
ヤ
ク
が
テ
ン
ト
の
側
に
集
ま

る
と
、
カ
ウ
ベ
ル
の
音
が
楽
隊
の
よ
う
に

や
か
ま
し
く
、
休
ん
で
も
い
ら
れ
な
い
。

四
月
十
九
日
、
Ａ
Ｂ
Ｃ
が
建
設
さ
れ
た
。

イ
ギ
リ
ス
、
ス
イ
ス
、
ロ
シ
ア
を
は
じ
め

世
界
各
国
の
隊
が
重
な
り
合
う
よ
う
に
密

集
し
て
テ
ン
ト
を
張

っ
て
い
る
。
ト
イ
ン

テ
ン
ト
の
設
置
に
苦
労
し
た
。

Ａ
Ｂ
Ｃ
で
は
シ
ェ
ル
パ
の
情
報
交
換
が

盛
ん
だ
っ
た
。
ラ
ッ
セ
ル

・
ブ
ラ
イ
ス
率

い
る
国
際
公
募
隊
と
イ
ギ
リ
ス
陸
軍
選
抜

隊
が
途
中
ま
で
ル
ー
ト
エ
作
を
進
め
た
が
、

過
労
で
ダ
ウ
ン
、
各
隊
に
協
力
を
求
め
て

き
た
。
も
ち
ろ
ん
ル
ー
ト
エ
作
の
中
心
は

シ
ェ
ル
パ
だ
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
思
惑
が
交

差
し
て
、
な
か
な
か
ま
と
ま
ら
な
い
。
特

に
強
力
な
シ
ェ
ル
パ
を
有
す
る
隊
は
戦
力

を
削
が
れ
る
こ
と
を
嫌
い
、
ま
た

一
部
の

隊
が
シ
ェ
ル
パ
に
支
払
わ
れ
る
報
奨
金
に

不
満
の
よ
う
で
あ
っ
た
。

今
回
の
チ
ョ
モ
ラ
ン
マ
登
頂
に
関
し
て

は
、
と
か
く
最
高
齢
記
録
が
話
題
に
な
っ

た
が
、
私
と
し
て
は
特
に
意
識
し
て
い
た

わ
け
で
は
な
い
。
も
っ
と
大
き
な
課
題
が

あ
っ
た
の
だ
。
学
生
時
代
か
ら
、
海
外
の

高
峰
を
想
定
し
て
練
磨
し
て
き
た
冬
山
で

の
チ
ー
ム
登
山
を
、
最
高
峰
エ
ベ
ン
ス
ト

で
試
し
て
み
た
い
と
い
う
強
い
欲
求
で
あ

る
。
生
涯
を
通
じ
て
避
け
て
通
る
わ
け
に

は
い
か
な
い
課
題
の
よ
う
に
認
識
し
て
い

た
。
だ
か
ら
日
常
生
活
で
は
、
深
酒
、
夜

更
か
し
を
慎
み
、
休
み
の
と
き
は
草
野
球
、

ゴ
ル
フ
、
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
、
エ
ア
ロ
バ
イ

ク
、
水
泳
と
体
は
鍛
え
つ
づ
け
て
き
た
。

年
齢
の
こ
と
を
言
え
ば
、
共
に
協
力
し

合
っ
た
東
北
地
区
隊
や
北
海
道
隊
も
決
し

て
若
い
人
た
ち
の
集
ま
り
で
は
な
か
っ
た
。

Ａ
Ｂ
Ｃ
に
集
結
し
た
外
国
隊
も
同
様
で
、

か
な
り
年
配
の
女
性
隊
員
も
い
た
。
し
か

し
ノ
ー
ス
コ
ル
か
ら
上
で
は
、
さ
す
が
に

私
よ
り
高
齢
者
に
は
出
会
わ
な
か
っ
た
。

七
十
六
年
前
に
マ
ロ
リ
ー
と
ア
ー
ヴ
ィ

ン
が
た
ど

つ
た
古
典
的
な
登
路
を
感
慨
深

く
登
り
つ
め
て
い
っ
た
。　
一
歩
進
ん
で
は

呼
吸
を
整
え
、　
一
歩
登

っ
て
は
休
ん
だ
が
、

腰
を
下
ろ
さ
ず
に
登
高
を
続
け
た
。
二
人

の
シ
ェ
ル
パ
に
依
存
し
た
山
登
り
で
は
あ

っ
た
が
、
そ
の
多
く
は
精
神
面
の
保
険
で

あ

っ
た
よ
う
な
気
が
す
る
。

■
最
高
峰
の
頂
点
に
立
つ

五
月
十
八
日
、
八
二
六
〇
メ
ー
ト
ル
の

ア
タ
ツ
ク
キ
ヤ
ン
プ

（Ｃ
６
）
に
入

っ
た
。

先
行
し
た
第

一
次
隊
の
松
本
伸
夫

（三
十

四
歳
）
と
ロ
マ
ン

・
ロ
ゼ
ン
バ
ウ
ム

（三

十
三
歳
）
、
第
二
次
隊
の
荻
尾
雄
二

（二

十
八
歳
）
が
登
頂
を
果
た
し
て
い
た
。
い

よ
い
よ
私
の
番
が
き
た
。

最
終
キ
ヤ
ン
プ
の
睡
眠
用
酸
素
の
流
量

は
当
初
〇

・
五
リ
ッ
ト
ル
を
予
定
し
て
い

た
が
、
最
後
の
ア
タ
ッ
ク
で
メ
ン
バ
ー
が

一
人
に
な

っ
た
こ
と
も
あ
り
、　
一
・
五
リ

ッ
ト
ル
に
上
げ
て
眠
り
に
つ
い
た
。

夜
半
十
時
頃
起
き
て
、
カ
ロ
リ
ー
メ
イ

ト
と
チ

ョ
コ
バ
ー
各

一
個
を
ポ
カ
リ
ス
エ

ッ
ト
で
流
し
込
ん
だ
。
翌
五
月
十
九
日
の

零
時
に
再
び
起
き
て
、
餅
三
切
れ
と
粉
末

味
噌
汁
に
お
湯
を
注
い
で
朝
食
と
し
た
。

ス
ノ
ー
バ
ー
、

ハ
ー
ケ
ン
は
持
た
ず
、

ユ
マ
ー
ル
、
エ
イ
ト
カ
ン
、
カ
ラ
ビ
ナ
を

身
に
つ
け
、
サ
ン
グ
ラ
ス
、
ゴ
ー
グ
ル
、

ク
ラ
イ
マ
ー
ゴ
ー
グ
ル
の
三
種
と
五
本
指

オ
ー
バ
ー
手
袋
、
ダ
ウ
ン
ミ
ト
ン
、
羊
毛

手
袋
二
、
絹
手
袋
の
予
備
を
リ

ュ
ッ
ク
に

入
れ
て
、
午
前

一
時
三
十
分
、
シ
ェ
ル
パ

の
パ
サ
ン
キ
ダ
ル
、
ナ
ワ
ン
ド
ル
ジ

ェ
と

共
に
頂
上
に
向
け
て
テ
ン
ト
を
出
発
し
た
。

体
調
は
非
常
に
よ
い
。　
一
・
五
リ
ッ
ト
ル

の
酸
素

の
流
量
を
途
中
で
ニ
リ

ッ
ト
ル
、

さ
ら
に
時
間
を
計
算
し
て
三
リ
ッ
ト
ル
に

上
げ
、
頂
上
に
迫

っ
た
。

最
後

の
斜
面
は
フ
イ
ッ
ク
ス
も
な
く
、

た
だ
頂
上
に
立

っ
て
い
る
先
行
者
を
目
指

し
て
力
を
振
り
絞
り
、
ピ
ッ
ケ
ル
を
叩
き

込
ん
だ
。

九
時
三
十
八
分
、
つ
い
に
憧
れ
つ
づ
け

た
チ

ョ
モ
ラ
ン
マ
の
絶
頂
に
立
つ
こ
と
が

で
き
た
。
六
十
三
歳
百
六
十

一
日
日
で
あ

っ
た
。
「ヤ
ツ
タ
ー
」
と
い
う
喜
び
が
こ
　

＞

み
上
げ
て
き
た
。
頂
上
は
意
外
と
広
い
と
　

蛇

こ
ろ
だ
と
感
じ
た
が
、
背
中
の
ロ
シ
ア
製

酸
素
ボ
ン
ベ
と
レ
ギ

ュ
ン
タ
ー
が
繋
が

っ

て
い
て
、
空
身
で
歩
き
回
る
こ
と
は
で
き

な
か
っ
た
。

わ
ず
か
な
時
間
を
頂
上
で
過
ご
し
、
下

り
の
ナ
イ
フ
リ
ッ
ジ
で
、
こ
の
登
山
で
初

め
て
ア
ン
ザ
イ
ン
ン
を
し
た
。
な
ぜ
か
そ

の
ザ
イ
ル
パ
ー
テ
イ
ー
に
、
頂
上
で
最
初

に
私
を
迎
え
て
く
れ
た
ス
イ
ス
隊
の
顔
見

知
り
の
シ
ェ
ル
パ
ニ
が
加
わ

っ
て
い
た
。

第
ニ
ス
テ
ッ
プ
の
下
り
で
は
緊
張
し
た

が
、
ザ
イ
ル
か
ら
解
き
放
た
れ
て
か
ら
は
、

た
だ
ひ
た
す
ら
ノ
ー
ス
コ
ル
を
目
指
し
て

下
り
つ
づ
け
た
。
天
候
に
恵
ま
れ
、
幸
運

に
支
え
ら
れ
た
会
心
の
山
登
り
で
あ

っ
た
。

最高齢登頂者、山本俊雄氏
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カザフ登山家の思い

江本嘉伸

ハンテングリ北壁を正面にした
「天山サミット」(撮影。江本嘉伸)

八
月
十
五
～
二
十
二
日
の
一
週
間
、
カ

ザ
フ
ス
タ
ン
の
登
山
基
金
の
主
催
で

「天

山
山
岳
サ
ミ
ッ
ト
二
〇
〇
〇
」
が
開
か
れ

た
。
日
本
、
韓
国
、
カ
ザ
フ
の
登
山
家
た

ち
が
参
加
し
、
日
頃
知
ら
れ
て
い
な
い
カ

ザ
フ
の
山
々
と
登
山
界
の
現
状
を
学
ん
だ
。

人
口
百
二
十
万
の
大
都
市
、
九
七
年
暮

れ
ま
で
首
都
だ
っ
た
ア
ル
マ
ト
イ

⌒現
在

は
北
の
ア
ス
タ
ナ
ー
旧
ア
ク
モ
ラ
ー
に
遷

都
し
た
）
か
ら
バ
ス
で
七
時
間
、
い
っ
た

ん
キ
ル
ギ
ス
側
に
入
っ
た
後
、
カ
ラ
ク
ル

川
を
渡
っ
て
カ
ラ
ク
ル

・
キ
ヤ
ン
プ
に
着

く
。
標
高
三
二
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
こ
の
キ

ヤ
ン
プ
は
、
花
々
が
咲
き
乱
れ
、
野
鳥
の

生
息
地
。
「立
っ
て
入
れ
る
二
室
型
」
の
テ

ン
ト
が
五
十
張
ほ
ど
並
び
、
食
堂
、
バ
ー
、

シ
ャ
ワ
ー
室
、
サ
ウ
ナ
ま
で
あ
る
。

し
か
し
、
最
大
の
目
玉
は
、
二
十
五
人

が
乗
れ
る
大
型
ヘ
リ
が
常
駐
し
て
い
る
こ

と
だ
ろ
う
。
天
気
を
待
っ
て
そ
の
ヘ
リ
に

搭
乗
し
て
驚
い
た
。
な
だ
ら
か
な
山
々
を

乗
り
越
え
た
、
と
思

っ
た
ら
、
窓
外
は
、

あ

っ
と
い
う
間
に
天
山
の
白
い
山
並
み
に

変
わ
り
、
わ
ず
か
三
十
数
分
後
に
は
巨
大

な
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
の
真
ん
前
に
着
陸
し
て
い

た
の
だ
。

ハ
ン

。
テ
ン
グ
リ

（七
〇

一
〇
メ
ー
ト

ル
）
。
「精
霊
の
王
」
の
意
味
で
、　
一
九
二

四
年
に
ポ
ベ
ー
ダ
の
標
高
が
計
測
さ
れ
る

ま
で
天
山

の
盟
主
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。

長
い
問
写
真
で
し
か
知
ら
な
か
っ
た
そ
の

名
峰
が
何
ひ
と
つ
さ
え
ぎ
る
も
の
な
く
ど

―
ん
、
と
目
の
前
に
そ
び
え
て
い
る
。
北

壁
の
ル
ー
ト
が
基
部
か
ら
て
っ
ぺ
ん
ま
で

手
に
と
る
よ
う
に
見
え
る
。
な
ん
と
い
う

贅
沢
！
ひ
と

っ
飛
び
で
こ
ん
な
七
〇
〇
〇

メ
ー
ト
ル
峰
の
懐
に
入
れ
る
地
は
、
他
に

な
い
だ
ろ
う
。

近
く
に
は
外
国
人
登
山
者
の
た
め
の
い

く
つ
も
の
キ
ヤ
ン
プ
が
立
ち
、
ヘ
リ
で
降

り
立

っ
た
客
や
ガ
イ
ド
を
迎
え
て
あ
ち
こ

ち
で
陽
気
な
歓
声
が
沸
き
起
こ
っ
て
い
る
。

ロ
シ
ア
人
の
サ
ウ
ナ
好
き
は
世
界
的
に
有

名
だ
が
、
四
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
こ
の
キ

ヤ
ン
プ
に
ま
で
サ
ウ
ナ
が
あ
る
と
は
知
ら

な
か
っ
た
。

ガ
イ
ド
の
ユ
ー
リ
ー

・
モ
イ
セ
ー
エ
フ

が
、
こ
の
夏
六
十
九
歳
の
日
本
人
女
性
と

こ
の
山

に
登

っ
た
、
と
聞

い
て
驚
く
。

「ウ
チ
ダ

‥
‥
と
い
っ
た
な
」
そ
の
女
性

が
同
行
の
堀
井
昌
子
ド
ク
タ
ー
の
姉
、
日

本
山
岳
会
会
員
の
内
田
敏
子
さ
ん
と
知

っ

て
三
度
び
っ
く
り
。
あ
ん
な
峻
険
な
ル
ー

ト
を
、
ど
う
や
っ
て
登

っ
た
の
か
。

こ
こ
か
ら
十
分
ほ
ど
飛
ぶ
と
、
今
度
は

ポ
ベ
ー
ダ
峰

⌒七
四
二
九
メ
ー
ト
ル
）
の

ベ
ー
ス
キ
ヤ
ン
プ
に
降
り
立

つ
。
な
ん
と

い
う
か
、
こ
こ
も
黒
い
ほ
ど
の
蒼
天
に
が

っ
し
り
し
た
白
い
峰
が
連
な
り
、
す
ご
い

迫
力
だ
。
反
対
側
は
る
か
彼
方
に
は

ハ

ン

・
テ
ン
グ
リ
の
南
面
キ
ヤ
ン
プ
。
ポ
ベ

ー
ダ
か
ら
ハ
ン

・
テ
ン
グ
リ
ま
で
延
々
六

〇
キ
ロ
の
大
縦
走
を
や
っ
て
の
け
た
ソ
連

の
登
山
家
の
強
さ
に
あ
ら
た
め
て
脱
帽
す

る
思
い
だ

っ
た
。

ソ
連
の
崩
壊
後
、
エ
ヴ

エ
レ
ス
ト
南
西

壁
ソ
連
ル
ー
ト
か
ら
登
頂
し
た

（八
二
年
）

ユ
ー
リ
ｌ

ｏ
カ
ズ
ベ
ク
ら
カ
ザ
フ
ス
タ
ン

の
登
山
家
た
ち
は
天
山
山
脈
真

っ
只
中
の

登
山
基
地
を
ど
う
維
持
す
る
か
、
登
山
と

観
光
と
い
う
ビ
ジ
ネ
ス
を
ど
う
運
用
で
き

る
か
試
行
錯
誤
を
続
け
、
カ
ラ
ク
ル

・
キ

ヤ
ン
プ
周
辺
で
の
騎
馬
の
旅
、
ヘ
リ
を
利

用
し
た
ツ
ア
ー
、
と
い
う
新
し
い
方
向
を

見
出
し
た
。

昨
年
は
キ
ル
ギ
ス
国
内
で
の
日
本
人
拉

致
事
件
も
あ
り
、
天
山
と
い
っ
て
も
、
治

安
問
題
を
心
配
し
て
敬
遠
す
る
外
国
人
は

少
な
く
な
い
。
こ
の
夏
も
、
キ
ル
ギ
ス
で

レ
ー
ニ
ン
峰
に
挑
戦
中
の
日
本
人
女
性
パ

ー
テ
イ
ー
に
ア
タ
ッ
ク
寸
前
、
治
安
上
の

理
由
で
撤
収
命
令
が
出
さ
れ
た
。

し
か
し
、
カ
ザ
フ
は
危
険
な
こ
と
は
な

い
ん
だ
、
と
カ
ズ
ベ
ク
は
強
調
す
る
。
「中

央
ア
ジ
ア
に
関
心
を
持
つ
日
本
人
は
多
い

が
、
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
の
こ
と
を
知
る
人
は

ほ
と
ん
ど
い
な
い
」
と
も
。
確
か
に
、
サ
ッ

カ
ー
の
中
継
で
ア
ル
マ
ト
イ
の
こ
と
は
多

少
知
れ
渡
っ
た
も
の
の
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
の

い
ま
を
、
語
れ
る
人
は
そ
う
多
く
は
な
い
。

ア
ル
マ
ト
イ
郊
外
の
ア
ラ
ト
ウ
山
群
に

行
っ
た
際
、
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
を
練
習
中
の

若
者
た
ち
に
会
っ
た
。
ハ
ー
ネ
ス
が
わ
り

に
、
古
び
た
ザ
イ
ル
を
工
夫
し
て
結
び
、

使
っ
て
い
る
ロ
ー
プ
も
す
り
き
れ
て
い
る
。

市
内
の
大
学
内
に
あ
る
人
工
壁
は
、
二
千

三
百
ド
ル
で
つ
く

っ
た
手
作
り
の
も
の
。

本
部
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
っ
た
ホ
ー
ル
ド
や

ス
タ
ン
ス
。
「若
者
た
ち
向
け
に
、
こ
う

い
う
人
工
壁
を
十
箇
所
つ
く
り
た
い
」
と

カ
ズ
ベ
ク
は
言
っ
た
。

ソ
連
式
の
鍛
錬
を
継
承
し
つ
つ
、
新
し

い
登
山
を
切
り
開
こ
う
と
し
て
い
る
カ
ザ

フ
の
登
山
家
た
ち
。
ア
ジ
ア
山
岳
連
盟
の

メ
ン
バ
ー
に
な
る
こ
と
に
強
い
誇
り
と
熱

意
を
み
せ
た
の
が
印
象
的
だ
っ
た
。

(3)
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映像による日本登山史の側面・上

―伊藤孝―の記録映像から一

フィルムビデオ委員長・羽田栄治

大正末期に撮影された伊藤の山岳映画フィルムより

■
盛
況
を
き
わ
め
た
山
岳
映
画
会

五
月
十
八
日
の
夕
刻
、
東
京

・
豊
島
公

会
堂
入
口
周
辺
に
は
開
演

一
時
間
前
と
い

う
の
に
長
蛇
の
列
が
続
く
。
定
刻
の
六
時

三
十
分
に
は
、
千
人
も
入
る
会
場
は
ほ
ぼ

満
席
と
な

っ
た
。
来
場
者
の
ほ
と
ん
ど
は

中
高
年
層
。
上
映
作
品
は
、
昭
和
十
三
年

制
作

・
塚
本
閤
治
作
品

「絶
瞼
北
鎌
尾
根
」

と
大
正
十
二
年
制
作

・
伊
藤
孝

一
作
品

「雪
の
薬
師
、
槍
越
え
」
の
二
作
品
。

塚
本
作
品
は
、
往
年
の
山
岳
映
画
フ
ァ

ン
に
と

っ
て
懐
か
し
い
フ
イ
ル
ム
で
あ
り
、

サ
イ
レ
ン
ト
の
た
め
塚
本
福
治
郎
の
生
解

説

（活
弁
）
で
上
映
す
る
。
伊
藤
の
作
品

は
、
大
正
十
二
年
か
ら
十
三
年
に
か
け
て

雪
の
薬
師
、
槍
縦
走
を
記
録
し
た
フ
イ
ル

ム
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
そ
の

一
部
は
断
片

的
に
は
テ
レ
ビ
放
映
さ
れ
た
が
、
今
回
そ

の
全
貌
を
作
品
化
し
て
上
映
す
る
。
伊
藤

隊
の
足
跡
を
明
ら
か
に
し
た
本
格
的
山
岳

ド
キ

ュ
メ
ン
タ
リ
ー
で
あ
る
。

作
品
化
さ
れ
た
伊
藤
隊
の
映
画
は
初
公

開
と
い
う
こ
と
で
、
ま
ず
東
京
会
場
を
皮

切
り
に
六
月

一
日
に
は
松
本
会
場
で
、
六

月
二
十
四
日
に
は
富
山
会
場
で
も
公
開
。

い
ず
れ
の
会
場
も
、
満
員
盛
況
を
き
わ
め
、

感
動
に
包
ま
れ
た
山
岳
映
画
会
と
な

っ
た
。

「映
像
の
世
紀
」
と
言
わ
れ
た
二
十
世
紀
、

映
像
メ
デ
ィ
ア
の
持

つ
記
録
性
と
資
料
性

が
再
認
識
さ
れ
た
。
山
岳
映
像
も
そ
の
例

外
で
は
な
い
。
今
回
よ
み
が
え

っ
た
大
正

末
期
の
山
岳
映
像

ｏ
伊
藤
孝

一
の
作
品
か

ら
登
山
史
の
側
面
を
見
て
み
よ
う
。

■
岩
と
雪
の
時
代
を
迎
え
た
大
正
末
期

大
正
時
代
の
後
期
、
近
代
登
山
は
よ
う

や
く
日
本
に
定
着
し
、
夏
期
の
北
ア
ル
プ

ス
の
主
要
な
峰
々
は
登
り
つ
く
さ
れ
、
こ

の
頃
か
ら
よ
り
厳
し
い
季
節
、
よ
り
困
難

な
ル
ー
ト
を
求
め
て
の
登
山
が
行
わ
れ
る

よ
う
に
な

っ
た
。
い
よ
い
よ
ザ
イ
ル
や
ピ

ッ
ケ
ル
、
ア
イ
ゼ
ン
な
ど
を
駆
使
し
た
岩

と
雪
の
時
代
を
迎
え
る
。

大
正
十

一
年
二
月
、
慶
大
の
青
木
勝
隊

一
行
は
ス
キ
ー
で
有
峰
よ
り
薬
師
岳
を
目

指
し
た
が
悪
天
候
の
た
め
登
頂
は
果
た
せ

ず
。
し
か
し
槍
ヶ
岳
に
挑
ん
だ
槙
有
恒
隊

は
積
雪
期

の
初
登
頂
を
果
た
し
、
四
月
、

三
田
幸
夫
隊
は
室
堂
よ
り
積
雪
期
の
剣
岳

の
初
登
頂
に
成
功
す
る
。
七
月
に
は
、
学

習
院

・
板
倉
勝
宣
ら
と
早
大

・
舟
田
二
郎

ら
の
パ
ー
テ
イ
ー
が
槍
ヶ
岳
北
鎌
尾
根
の

初
登
攀
を
競
う
。

大
正
十
二
年
に
な
る
と
、
女
流
登
山
家

も
現
れ
、
村
井
米
子
は
同
年
八
月
に
前
穂

高
か
ら
槍
ヶ
岳

へ
、
女
性
と
し
て
初
縦
走

を
達
成
し
た
。

こ
の
よ
う
な
雪
と
岩
の
北
ア
ル
プ
ス
三

千
メ
ー
ト
ル
級
の
ピ
ー
ク
は
、
次
か
ら
次

へ
と
足
跡
が
じ
る
さ
れ
て
い
っ
た
。

当
時
、
山
の
世
界
は
大
学
山
岳
部
の
若

者
や

一
部
の
エ
リ
ー
ト
で
占
め
ら
れ
て
い

た
。
ま
し
て
地
方
の
名
も
な
き
若
者
た
ち

の
山
行
記
録
は
、
日
本
登
山
史
上
で
も
ほ

と
ん
ど
見
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。

伊
藤
孝

一
は
、
大
正
七
年
頃
か
ら
夏
の

黒
部
領
域
の
山
を
歩
き
、
ま
た
剣
に
も
登

っ
て
い
る
。
同
十

一
年
に
は
高
瀬
渓
谷
に

入
る
な
ど
、
い
ず
れ
も
映
画
を
撮
り
な
が

ら
山
を
楽
し
ん
だ
と
い
う
。

■
多
彩
な
趣
味
に
生
き
た
伊
藤
孝

一

伊
藤
孝

一
は
、
明
治
二
十
五
年
に
名
古

屋
に
生
ま
れ
、
九
歳
に
し
て
京
屋
吉
兵
衛

七
代
日
と
な
る
。
伊
藤
家
は
代
々
尾
張
藩

の
御
用
商
人
を
務
め
た
家
柄
で
、
莫
大
な

　

＞

資
産
を
築
き
、
孝

一
自
ら
合
名
会
社

・
伊

　

に

藤
殖
産
を
設
立
す
る
。

伊
藤
は
、
読
書
、
写
真
、
自
動
車
、
日

本
画
、
古
典
文
学
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
趣
味

に
生
き
、
登
山
も
そ
の

一
つ
で
あ

っ
た
。

そ
れ
ら
は
、
中
途
半
端
な
も
の
で
は
な
か

っ
た
。
自
動
車
で
い
え
ば
パ
ッ
カ
ー
ド
を

三
台
、
カ
メ
ラ
は
ド
イ
ツ
製
の
プ

レ
ス
カ

メ
ラ
、
ゴ
ル
ツ

・
ア
ン
ゴ
ー
と
ア
メ
リ
カ

製
の
グ
ラ
フ
レ
ツ
ク
ス
な
ど
ア
マ
チ

ュ
ア

で
は
と
て
も
手
が
届
か
な
い
高
価
な
カ
メ

ラ
を
持

っ
て
い
た
。

大
正
五
年
に
柴
山
乙
彦
と
祖
父
江
重
兵

衛

の
紹
介
で
日
本
山
岳
会

に
入
会
す
る
。

会
員
番
号
四
八

一
番
、
会
費
の
ほ
か
多
額

な
寄
付
を
し
た
こ
と
で
特
別
会
員
に
な

っ
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て
い
る

（大
正
五
年
刊

『山
岳
』
）
。
当
時
、

伊
藤

の
住
所
は
名
古
屋
市
西
区
玉
置
町

四

‐
九
、
な
お
、
弟

・
鎮
之
助
も

一
緒
に

入
会
し
て
い
る
。

山
岳
会
に
入
会
し
た
伊
藤
は
、
北
ア
ル

プ
ス
を
は
じ
め
富
士
山
や
南
ア
ル
プ
ス
な

ど
、
山
に
登
れ
ば
自
分
で
カ
メ
ラ
を
回
し
、

試
写
し
て
は
仲
間
た
ち
を
楽
し
ま
せ
た
。

カ
メ
ラ
は
、
フ
ラ
ン
ス
か
ら
取
り
寄
せ
た

新
型
の
３５
ミ
リ
手
回
し
の
撮
影
機

「パ
ル

ボ
」
と
い
う
本
格
的
な
も
の
で
あ

っ
た
。

大
正
十
二
年
二
月
、
「雪
の
立
山
、
針

ノ
木
峠
越
え
」
を
達
成
し
た
伊
藤
は
、
そ

の
年
の
五
月
、
東
京

・
赤
坂
溜
池
三
會
堂

で
開
催
し
た
日
本
山
岳
会
の
写
真
展
に
出

品
、
冠
松
次
郎
と
並
ん
で

「春
の
立
山

ｏ

八
景
」
を
展
示
し
て
い
る
。

恵
ま
れ
た
環
境
に
育
ち
多
様
な
趣
味
に

生
き
た
と
は
い
え
、
そ
れ
ら
は
単
な
る
趣

味
の
域
を
は
る
か
に
越
え
た
も
の
で
、
し

か
も
非
凡
な
才
能
が
あ

っ
た
こ
と
は
確
か

で
あ
る
。

■
幻
で
な
か
っ
た

「雪
の
北
ア
ル
プ
ス

横
断
」
の
記
録
映
像

昭
和
四
十
年
の
春
、
名
古
屋
在
住
の
報

道
写
真
家

・
上
田
竹
三
は
、
郷
土
史
を
調

べ
て
い
る
う
ち
に
大
正
時
代
の
末
期
、
山

小
屋
を
建
て
、
雪
の
北
ア
ル
プ
ス
を
横
断
、

し
か
も
そ
の
記
録
を
映
画
に
収
め
た
伊
藤

孝

一
と
い
う
人
が
い
る
こ
と
を
知
る
。

フ
イ
ル
ム
は
戦
時
中
、
伊
藤
の
疎
開
先

の
信
州
、
有
明
、
燕
山
荘
主
赤
沼
家
の
土

蔵
に
あ
る
こ
と
を
つ
き
と
め
た
。
幻
と
い

わ
れ
た
フ
イ
ル
ム
は
、
上
田
の
探
し
て
い

る
大
正
十
二
年
に
撮

っ
た

「雪
の
立
山
、

針
ノ
本
峠
越
え
」
で
は
な
く
、
大
正
十
三

年
撮
影
の

「雪
の
薬
師
、
槍
越
え
」
の
未

発
表
３５
ミ
リ
ネ
ガ
と
ラ
ッ
シ
ュ
フ
イ
ル
ム

（撮
影
し
た
ま
ま
の
フ
イ
ル
ム
）
で
あ

っ

た
。
「雪
の
立
山
、
針
ノ
木
峠
越
え
」
は
、

遅
れ
て
五
十
四
年
、
や
は
り
赤
沼
家
の
土

蔵
か
ら
発
見
さ
れ
た
。
こ
の
フ
イ
ル
ム
は

伊
藤
の
手
で
編
集
さ
れ
、
「日
本
ア
ル
プ

ス
雪
中
登
山
活
動
写
真
大
会
」
と
題
し
て

各
地
で
無
料
で
巡
回
上
映
し
、
し
か
も
天

覧
の
栄
誉
に
浴
し
た
と
い
う
。
上
映
さ
れ

た
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
フ
イ
ル
ム
は
現
在
行
方

不
明
の
ま
ま
だ
が
、
平
成
元
年
に
富
山
県

「立
山
博
物
館
」
の
協
力
を
得
て
原
板
か

ら
再
作
品
化

（素
材
編
集

・
羽
田
栄
治
）

し
、
「雪
の
立
山
、
針
ノ
木
峠
越
え
」
の

タ
イ
ト
ル
で
ま
と
め
ら
れ
た
。

山
岳
映
画
の
疇
矢
は
大
正
初
期
と
い
わ

れ
て
い
る
が
、
本
格
的
に
撮
ら
れ
た
の
は

積
雪
期
の

「立
山
、
針
ノ
本
峠
越
え
」
で

あ

っ
た
。
こ
の
山
行
に
は
、
大
町

・
封
山

館
の
百
瀬
慎
太
郎
と
燕
小
屋
の
赤
沼
千
尋

が
全
面
的
に
協
力
し
て
い
る
。
二
月
二
十

日
、
当
初
は
大
町
よ
り
入
山
を
計
画
し
た

が
豪
雪
の
た
め

コ
ー
ス
を
変
更
し
、
越

中

・
富
山
よ
り
入
山
す
る
。
周
到
な
準
備

を
整
え
た
の
ち
、
二
月
四
日
、
芦
崎
寺
か

ら
再
度
入
山
、
立
山
温
泉
を
基
地
に
立
山

に
登
る
。
そ
し
て
、
ヌ
ク
イ
谷
よ
り
黒
部

川
を
渡
り
、
針
ノ
本
峠
を
越
え
た
の
は
三

月
二
十

一
日
。
大
町
か
ら
入
山
以
来
実
に

二
十
日
間
、
悪
天
候
に
阻
ま
れ
な
が
ら
壮

挙
を
果
た
し
た
。
こ
の
記
録
を
全
て
映
画

に
収
め
、
前
述
し
た
よ
う
に
既
に
作
品
化

し
て
公
開
さ
れ
た
。

さ
て
、
伊
藤
隊
は
行
動
中
、
途
中
四
高

（旧
制
、
現
金
沢
大
学
）
旅
行
部
の
窪
田

他
吉
郎
ら
に
先
を
越
さ
れ
た
が
、
大
が
か

り
な
登
山
と
し
て
は
天
正
十
二

（
一
六
八

四
）
年
の
暮
れ
に
豊
臣
秀
吉
の
勢
力
に
圧

迫
さ
れ
た
富
山
城
主

・
佐
々
成
政
が
徳
川

家
康
に
援
軍
を
求
め
た
雪
の
峠
越
え
以
来

と
い
わ
れ
て
い
る
。

「雪
の
立
山
、
針
ノ
木
峠
越
え
」
が
実
行

さ
れ
る
お
よ
そ

一
ヵ
月
前
の
大
正
十
二
年

一
月
中
旬
、
立
山
松
尾
峠
で
槙
有
恒
、
三

田
幸
夫
、
板
倉
勝
宣

一
行
が
帰
路
、
吹
雪

の
た
め
板
倉
が
遭
難
死
す
る
と
い
う
知
ら

せ
が
あ

っ
た
。
近
代
ア
ル
ピ
ニ
ズ
ム
の
先

駆
者
た
ち
の
悲
報
だ
け
に
、
登
山
界
に
大

き
な
シ
ョ
ッ
ク
を
与
え
た
。

槙
隊
の
立
山
山
行
は
、
依
頼
さ
れ
て
弥

陀
ヶ
原
で
ス
キ
ー
映
画
を
撮
る
予
定
も
あ

っ
た
と
い
う
。
槙
の
著
書

『山
行
』
の
文

中

「板
倉
勝
宣
君
の
死
」
の
記
述
に
よ
る

と

「所
望
せ
ら
れ
て
別
働
隊
と
し
て
行
を

と
も
に
し
た
る
活
動
写
真
撮
影
技
師
丸
山
、

小
野
両
氏
」
と
あ
り
、
ま
た
当
時
の
新
聞

（北
陸
タ
イ
ム
ス

・
大
正
十

一
年
十
二
月

二
十
七
日
付
）
で
は

「槙
有
恒

一
行
　
雪

の
立
山
踏
破
　
信
州
初
冬
の
壮
挙
　
東
京

活
動
写
真
隊
も
参
加
し
て
」
と
い
う
見
出

し
が
紙
面
を
飾

っ
て
い
る
。
つ
ま
り

一
行

の
壮
挙
を
フ
イ
ル
ム
に
収
め
る
予
定
で
あ

っ
た
。
そ
の
こ
ろ
、
弥
陀
ヶ
原
に

一
大
ホ

テ
ル
と
ス
キ
ー
場
を
新
設
す
る
案
が
あ
り
、

そ
の
紹
介
を
か
ね
て
映
画
を
撮
る
ら
し
い
。

そ
の
た
め
撮
影
隊
を
槙

一
行
に
同
行
さ
せ

た
の
で
あ

っ
た
。
映
画
は
、
槙

一
行
の
遭

難
事
故
が
あ
り
、
そ
れ
に
関
係
者
の
思
惑

が
あ

っ
た
た
め

一
巻
撮

っ
た
だ
け
で
目
的

は
果
た
さ
れ
な
か
っ
た
。
現
在
、
そ
の
フ

イ
ル
ム
の
存
在
は
不
明
の
ま
ま
で
あ
る
。

も
し
槙
隊
の
事
故
も
な
く
、
予
定
通
り
の

山
行
を
果
た
し
て
い
れ
ば
、
雪
山
ス
キ
ー

の
魅
力
を
映
像
で
楽
し
ま
せ
て
く
れ
た
こ

と
で
あ
ろ
う
。
（以
下
次
号
）

責橙色メタリック :¥18,000  消費税別
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〒
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号
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つや消し黒 ¥17,000 送料¥600
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広視界10°の明らい視野に目盛が
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そのまま正しい磁気方位でt
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報告

日本山岳会の各委員会

同好会の活動報告です。

富
士
山
古
道
と
ラ
ス
キ
ン

約
二
十
年
前
ス
バ
ル
ラ
イ
ン
の
開
通
に

よ

っ
て
、
浅
間
神
社
か
ら
五
合
目
ま
で
の

旧
富
士
登
山
道
は
、
冬
季
以
外
は
ほ
と
ん

ど
利
用
さ
れ
な
く
な

っ
た
。
し
か
し
自
然

保
護
が
叫
ば
れ
る
よ
う
に
な

っ
て
き
た
昨

今
、
次
第
に
こ
の
旧
道
を
登
る
愛
好
者
が

増
え
、
地
元
富
士
吉
田
市
で
は
登
山
道
の

整
備
に
乗
り
出
し
た
。

図
書
委
員
会
で
は
恒
例
の

「古
道
を
訪

ね
て
」
と
し
て
六
月
十
日
、
富
士
吉
田
市

歴
史
民
俗
博
物
館
の
堀
内
学
芸
員
の
ご
同

行
を
い
た
だ
き
、
古
道
解
説
を
聞
き
な
が

ら
こ
の
旧
道
を
登

っ
た
。

朝
、
浅
間
神
社
を
出
発
、
大
石
茶
屋
を

経
て
馬
返
し
ま
で
舗
装
道
路
を
歩
く
。
こ

こ
か
ら
本
格
的
な
登
山
道
と
な

っ
て
、
新

緑
の
樹
林
に
囲
ま
れ
な
が
ら
快
適
に
足
を

運
び
、
五
合
目
佐
藤
小
屋
に
到
着
し
た
。

途
中
二
十
年
の
月
日
に
よ

っ
て
朽
ち
果

て
た
山
小
屋
は
見
る
影
も
な
い
荒
れ
よ
う

で
あ
る
。
道
々
に
配
さ
れ
た
祠
や
神
社
も

本
尊
を
里
に
降
ろ
し
た
と
か
、
古
寺
な
ど

明
治
の
社
寺
分
離
で
廃
寺
に
な
り
今
や
平

坦
な
土
地
の
み
が
名
残
り
に
な

っ
て
い
る

な
ど
の
説
明
を
聞
き
な
が
ら
、
往
時
の
盛

ん
で
あ

っ
た
富
士
登
山
を
偲
ん
だ
。

し
か
し
富
士
は
や
は
り
日
本

一
の
山
で

あ
る
。
時
代
の
変
遷
に
あ

っ
て
も
、
江
戸

時
代
と
若
干
の
ル
ー
ト
に
差
異
は
あ
る
も

の
の
広
い
登
山
道
は
し

っ
か
り
と
残

っ
て

い
る
。
市
で
は
ス
バ
ル
ラ
イ
ン
が
マ
イ
カ

ー
規
制
さ
れ
る
期
間
に
、
旧
道
復
活
イ
ベ

ン
ト
を
実
施
す
る
と
の
こ
と
。
こ
う
し
た

機
会
に
、
で
き
る
こ
と
な
ら
要
所
に
歴
史

を
物
語
る
標
識
な
ど
を
設
け
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
古
道
と
し
て
さ
ら
に
多
く
の
フ
ァ

ン
が
生
ま
れ
て
く
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

富
士
吉
田
市
は
シ
ャ
モ
ニ
ｌ

ｏ
モ
ン
ブ

ラ
ン
市
と
姉
妹
都
市
の
関
係
に
あ
る
。
こ

の
夏
同
市
に
お
い
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
ア
ル

プ
ス
の
美
し
さ
を
世
界
に
紹
介
し
た
ラ
ス

キ
ン

（シ
ャ
モ
ニ
ー
に
像
が
あ
る
）
の
没

後
百
年
に
当
た
る
こ
と
か
ら
、
日
本
山
岳

会
評
議
員
の
宮
下
秀
樹
会
員
を
講
師
と
し

て
記
念
講
演
が
計
画
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
六
月
十

一
日
、
重
廣
恒

夫
会
員
の
協
力
で
、
古
道
に
参
加
し
た
メ

ン
バ
ー
と
山
岳
愛
好
者
ら
現
地
の
人
々
と

合
同
で
、
話
合
い
が
行
わ
れ
た
。
山
梨
県

環
境
科
学
研
究
所
を
会
場
と
し
、
約
百
人

ほ
ど
が
集
ま
り
、
宮
下
会
員
は
「富
士
山
と

ラ
ス
キ
ン
に
関
し
て
」
話
し
た
。
こ
れ
に
熱

心
に
耳
を
傾
け
、
そ
の
後
富
士
山
の
自
然

保
護
な
ど
に
つ
い
て
意
見
が
交
換
さ
れ
た
。

こ
れ
ら
を
含
め
今
回
の
「古
道
を
訪
ね
て
」

の
行
事
は
こ
れ
ま
で
に
な
い
盛
り
上
が
り

を
見
せ
、
非
常
に
有
意
義
で
あ

っ
た
。

（林
　
栄
二
）

気
象
講
座
「夏
の
天
気
図
の
見
方
」

六
月
二
十
九
日
、
夏
の
天
気
図
に
つ
い

て
、
特
に
山
行
時
に
役
立
て
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
、
城
所
邦
夫
会
員

（元
日
本
気

象
協
会
）
に
話
し
て
い
た
だ
い
た
。
気
象

の
ほ
う
で
は

「夏
」
と
い
う
と
、
梅
雨
の

こ
ろ
か
ら
八
月
い
っ
ぱ
い
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。

一
、
梅
雨
　
入
梅
は
、
九
州
南
部
の
六
月

五
日
頃
か
ら
、
東
北
北
部
の
六
月
十
四
日

頃
ま
で
、
南
か
ら
順
次
北
上
し
て
い
く
。

な
お
、
入
梅
予
想
は
最
近
は
行
わ
れ
な
く

な

っ
て
お
り
、
確
認
後

に
発
表
さ
れ
る
。

梅
雨
明
け
も
同
様
で
あ
る
。　
　
　
　
　
　
　
＞

前
線
に
伴
う
雨
域
は
、
寒
冷
前
線
は
幅

　

“

四
〇
～
五
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
と
狭
く
、　
一

時
間
ぐ
ら
い
で
通
過
す
る
が
、
前
線
通
過

に
伴
う
温
度
差
、
激
し
い
雨
、
雷
等
、
激

し
い
変
化
を
伴
う
。
こ
れ
に
対
し
て
温
暖

前
線
は
広
い
場
合
に
は
二
〇
〇
～
三
〇
〇

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
達
し
、
雨
が
降
り
出
す

と
長
い
。
「ひ
ま
わ
り
」
画
像
で
は
雲
の

中
の
白
い
部
分
は
発
達
域
、
夜
間
の

「ひ

ま
わ
り
」
は
赤
外
線
象
で
、
白
い
部
分
が

温
度
が
低
い
背
の
高
い
積
乱
雲
で
あ
る
。

①
梅
雨
の
タ
イ
プ
　
梅
雨
前
線
上
に
低
気

圧
が
並
ん
で
前
線
が
く
び
れ
、
間
に
高
気

圧
が
入
る
、
雨
、
晴
れ
が
は

っ
き
り
し
て

い
る
陽
性
型
、
前
線
が
延
び
て
ぐ
ず

つ
き

型
の
陰
性
型
が
あ
る
。
陽
性
型
の
と
き
は

「富士古道」に参加した会員と現地の人々
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山
行
に
注
意
。
陰
性
型
の
場
合
は
梅
雨
だ

か
ら
仕
方
が
な
い
と
い
う
気
に
な
り
、
心

構
え
が
で
き
る
。
陽

・
陰
性
混
合
型
も
あ

る
。

②
梅
雨
の
中
休
み
　
前
線
が
北
上
す
る
北

上
型
は
蒸
し
暑
く
雲
が
多
い
。
霧
も
出
や

す
い
。
前
線
が
南
下
す
る
南
下
型
は
乾
燥

し
た
天
気
に
な
る
。

③
梅
雨
末
期
の
大
雨
　
局
地
的
な
集
中
豪

雨
が
起
き
や
す
い
。
特
に
山
岳
地
帯
、
山

間
部
。
梅
雨
前
線
の
南
側
に
台
風
や
熱
低

が
あ
る
と
、
湿
舌
が
で
き
て
集
中
豪
雨
と

な
る
。
等
圧
線
の
狭
い
部
分
が
そ
の
目
安

に
な
る
。
梅
雨
末
期
に
大
陸
に
高
気
圧
が

あ
る
と
、
梅
雨
明
け
に
な
ら
な
い
。

④
梅
雨
明
け
　
北
上
型
ま
た
は
南
下
型
で

梅
雨
が
明
け
る
。
九
州
北
部
の
七
月
十
八

日
頃
か
ら
東
北
部
で
七
月
二
十
六
日
頃
が

梅
雨
明
け
と
な
る
。

二
、
盛
夏
　
梅
雨
明
け
十
日
、
夏
の
太
平

洋
高
気
圧
が
張
り
出
し
、
好
天
が
続
く
。

鯨
の
尾
型
の
高
気
圧
で
は
く
び
れ
た
部
分

に
寒
気
が
入
り
、
雷
が
発
生
し
や
す
い
。

三
、
夏
台
風
　
熱
帯
低
気
圧
の
中
心
付
近

の
最
大
風
速

一
七

ｍ
／
Ｓ
を
超
え
る
と
台

風
と
呼
ぶ
。
夏
台
風
に
は
い
わ
ゆ
る
迷
走

台
風
が
多
い
。
台
風
の
進
行
方
向
に
対
し

て
右
側
半
円
は
危
険
半
円
で
風
雨
と
も
強

い
。
左
側
半
円
は
台
風
の
進
行
速
度
と
風

向
が
相
殺
さ
れ
て
風
雨
が
比
較
的
弱
く
、

可
航
半
円
と
呼
ば
れ
る
。
自
分
の
行
く
山

の
西
側
に
台
風
が
接
近
す
る
と
危
険
半
円

に
入
る
の
で
、
西
側
の
台
風
に
注
意
。
瞬

間
最
大
風
速
は
、
最
大
風
速

（十
分
間
の

平
均
）
の
約

一
・
五
倍
。

四
、
雷

①
雷
の
種
類
　
熱
い
晴
天
時
の
午
後
に
発

生
す
る
熱
雷
は
、
不
連
続
線

（主
に
寒
冷

前
線
）
に
伴

っ
て
発
生
す
る
界
雷
、
両
者

が
合
わ
さ

っ
た
強
い
熱
界
雷
、
発
達
し
た

低
気
圧
や
不
連
続
線
、
台
風
な
ど
に
伴

っ

た
過
雷
が
あ
る
。

②
発
生
予
測
　
盛
夏
期
に
も
か
か
わ
ら
ず

早
朝
か
ら
秋
空
の
よ
う
に
空
気
が
澄
み
切

っ
て
い
る
と
き
は
、
上
空
に
寒
気
が
入

っ

て
い
る
の
で
注
意
。
山
の
中
腹
や
山
麓
で

午
前
中
か
ら
水
蒸
気
が
多
く
視
界
が
ぼ
や

け
て
き
た
ら
注
意
。
雷
雨
予
報
が
出
て
い

た
な
ら

一
応
注
意
。
早
朝
か
ら
日
差
し
が

強
く
、
雲
海
が
乱
れ

（大
気
が
不
安
定
）

午
前
中
か
ら
三
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
級
の
稜

線
ま
で
ガ
ス
が
か
か
る
よ
う
な
ら
注
意
。

雷
三
日
＝
通
過
し
て
か
ら
五
～
七
日
安
定
。

③
待
避
法
　
ラ
ジ
オ
の
ス
イ
ツ
チ
を
入
れ

て
空
電
を
チ

ェ
ツ
ク

（Ｆ
Ｍ
バ
ン
ド
は
不

可
）
。
安
全
な
場
所

（保
護
範
囲
）
に
避

難
し
姿
勢
を
低
く
す
る
。
頭
よ
り
高
い
も

の
を
か
ざ
さ
な
い
。
保
護
範
囲
の
中
心
部

の
樹
木
、
柱
、
壁
な
ど
か
ら
ニ
メ
ー
ト
ル

以
上
離
れ
る
。
落
雷
時
に
は
突
風

⌒測
激

風
）
が
発
生
し
て
吹
き
飛
ば
さ
れ
る
恐
れ

が
あ
る
。
金
属
類
は
必
ず
し
も
体
か
ら
は

ず
さ
な
く
と
も
よ
い
。

以
上
、
山
で
天
気
図
を
ど
の
よ
う
に
利

用
し
、
行
動
判
断
に
役
立
て
る
か
、
山
行

に
当
た

っ
て
参
考
に
な
る
具
体
的
な
内
容

が
多
く
、
有
意
義
な
講
義
で
あ

っ
た
。
出

席
者
十
五
名
。
　
　
　
　
　
（北
野
忠
彦
）

Ｉ
Ｍ
Ｆ
の
ラ
テ
ラ
氏
来
訪

七
月
十
八
日
、
イ
ン
ド
登
山
財
団

（Ｉ

Ｍ
Ｆ
）
の
名
誉
幹
事
を
務
め
ら
れ
る
Ｐ

・

Ｃ

ｏ
Ｓ

ｉ
フ
テ
ラ
さ
ん
が
ル
ー
ム
を
訪
問

さ
れ
た
。
会
長
、
副
会
長
以
下

一
新
さ
れ

た
新
し
い
Ｉ
Ｍ
Ｆ
執
行
部
を
実
質
的
に
担

う
中
枢
で
あ
る
。
現
在
ム
ン
バ
イ
在
住
の

本
会
会
員

・
梶
正
彦
氏
の
斡
旋
に
よ
る
。

大
塚
会
長
以
下
、
西
村
、
増
山
ら
の
理

事
が
対
応
し
、　
一
九
二
六
年
の
ナ
ン
ダ

コ

ッ
ト
遠
征
以
来
の
イ
ン
ド
ー
日
本
の
登
山

交
流
史
談
義
に
花
を
咲
か
せ
た
。

さ
て
現
在
は
と
い
え
ば
、
イ
ン
ド
ヒ
マ

ラ
ヤ
に
は
昨
年
は
百
四
十
隊
に
の
ぼ
る
登

山
隊
が
挑
ん
で
い
る
。
今
年
の
春
期
は
四

十
二
隊
の
外
国
隊
が
入

っ
た
。
ス
ペ
イ
ン
、

イ
ギ
リ
ス
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
、
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
、
ア
メ
リ
カ
、
韓
国
な
ど
が
日
に

つ
く
国
で
あ
る
と
い
う
。
日
本
、
特
に
日

本
山
岳
会
は
と
い
え
ば
、
寂
し
い
も
の
で

あ
る
。　
一
九
七
六
年

の
ナ
ン
ダ
デ
ヴ
イ
、

同
カ
メ
ッ
ト
以
来

（
一
九
八
八
年
の
シ
バ

を
例
外
と
し
て
）
イ
ン
ド
と
ア
ク
テ
ィ
ブ

な
交
流
が
途
絶
え
て
し
ま

っ
た
。　
一
九
八

〇
年
代
以
降
は
解
放
な

っ
た
中
国

・
チ
ベ

山
麓
亭
百
話
［中
巻
］

横
山
厚
夫
＝
著

●
１
４
０
０
円
（本
体
）
四
六
判
２
０
６
頁
　
好
評
発
売
中
！

山
を
登
っ
て
五
〇
年
近
く
に
な
る
著
者
の
山
岳
書
や
映
画
、
ヵ
メ
ラ
、

江
戸
文
化
、
切
手
な
ど
、
幅
広
い
趣
味
の
世
界
か
ら
掘
り
お
こ
し
た

登
山
に
ま
つ
わ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
の
数
々

［内
容
］
「
深
田
久
弥
さ
ん
の
未
刊
の
著

書
二
冊
」
「古
書
二
冊
、
見
返
し
の
エ
ヴ

ェ
レ
ス
ト
」
「
わ
が
座
右
の
書
二
冊
、
武

田
さ
ん
の
本
、
河
田
さ
ん
の
本
」
「回
顧
、

山
岳
雑
誌

「山
と
高
原
」
と
、
そ
の
出
版

社
」
「
大
菩
薩
大
黒
茂
谷
の
練
歯
磨
」
な

ど
の
三
十
四
篇
。

鰊本の一部が読める出版案内http:〃www.k.rim.0可 p/″hakusan
ピ■日IE」壼‐‐E護 〒153●041東京都目黒区駒場4-7-8

「

引μ口画 FII′F TEL:03-3485-1309 FAX:03-3466-3964

山
麓
亭
百
話
◆

:||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||

横

山
厚
夫
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ッ
ト
に
日
本
山
岳
会
の
目
は
釘
付
け
と
な

つ
て
い
つ
た
。
そ
れ
も
当
然
で
あ
ろ
う
、

未
踏
の
ジ
ャ
イ
ア
ン
ツ
が
そ
こ
に
あ

っ
た

の
だ
か
ら
。

し
か
し
い
ま
や
ジ
ャ
イ
ア
ン
ツ
の
ノ
ー

マ
ル

・
ル
ー
ト
は
ガ
イ
ド
、
ポ
ー
タ
ー
、

酸
素
付
き
で
登
る
中
高
年
登
山
者
の
も
の

で
あ
る
。
あ
き
た
ら
ぬ
登
山
者
が
新
し
い

フ
イ
ー
ル
ド
を
求
め
る
の
は
当
然
の
成
り

行
き
で
あ
る
。

Ｉ
Ｍ
Ｆ
は
五
月
末
、
未
踏
峰
を
含
む
新

し
い
二
十

一
の
ピ
ー
ク
を
解
禁
し
た
。
ヒ

マ
チ

ャ
ル

・
プ

ラ
デ
シ

ュ
、
ス
ピ
テ
ィ
、

シ
ッ
キ
ム
、
ア
ッ
サ
ム
な
ど
に
新
し
い
タ

ー
ゲ
ッ
ト
が
生
ま
れ
つ
つ
あ
る
。
商
業
趣

味
に
過
ぎ
た
感
が
あ
る
定
番
の
ネ
パ
ー
ル

ト
ン
ツ
キ
ン
グ
に
満
足
で
き
な
い
方
々
に

も
魅
力
的
な
ル
ー
ト
を
提
供
す
る
こ
と
で

あ
ろ
う
。

イ
ン
ド
ヒ
マ
ラ
ヤ
と
の
新
し
い
出
会
い

は
、
二
〇
〇
〇
年
代
の
日
本
山
岳
会
の
特

徴
を
引
き
出
し
て
く
れ
る
か
も
し
れ
な
い
、

と
思
わ
せ
る
実
り
多
い
会
談
で
あ

っ
た
。

（増
山
　
茂
）

湯
の
丸
、
高
峰
高
原
ヘ

今
年
の
探
索
山
行
は
男
性
十
七
名
、
女

性
二
十
三
名
、
計
四
十
名
の
参
加
を
得
て
、

「上
信
国
境
の
大
分
水
嶺
と
高
山
植
物
を

探
る
」
を
テ
ー

マ
に
、
七
月

一
、
二
日
、

上
信
国
境
の
湯
の
丸
、
高
峰
高
原
周
辺
で

実
施
さ
れ
た
。

七
月

一
日
朝
、
新
宿
か
ら
チ
ャ
ー
タ
ー

バ
ス
で
出
発
し
、
地
蔵
峠
で
下
車
、
湯
の

丸
山

へ
登

っ
た
。
湯
の
丸
牧
場
の
レ
ン
グ

ツ
ツ
ジ
が
満
開
で
、
数
万
株
の
オ
レ
ン
ジ

色
の
群
落
が
牧
場
か
ら
山
腹
を
お
お

い
、

ま
さ
に
壮
観
で
あ

っ
た
。

頂
上
で
の
昼
食
の
と
き
、
北
は
鳥
居
峠

を
経
て
四
阿
山

へ
、
東
は
篭
ノ
登
山
か
ら

浅
間
山

へ
至
る
、
日
本
海
と
太
平
洋
を
分

け
る
大
分
水
嶺
が

一
望
で
き
た
。
帰
路
は

角
間
峠
か
ら
旧
鹿
沢
に
下
り
、
宿
合
の
地

蔵
峠

「
ロ
ッ
ジ
花
紋
」

に
落
ち
着

い
た
。

一
体
み
し
た
の
ち
、
十
七
時
か
ら
近
藤
善

則
委
員
に
よ
る

「日
本
の
分
水
嶺
」
の
講

義
が
行
わ
れ
た
。

同
じ
山
に
降

っ
た
雨
水
が
、
ち
ょ
っ
と

し
た
位
置
の
違
い
で
左
右
に
分
か
れ
、
ま

っ
た
く
異
な
る
方
向

へ
流
れ
、
さ
ま
ざ
ま

な
経
路
を
た
ど

っ
て
海

へ
注
ぎ
、
水
蒸
気

に
な

っ
て
天
上
で
再
会
す
る
と
い
う
、
壮

大
で
不
思
議
な
ロ
マ
ン
に
、　
一
同
深
い
感

銘
を
覚
え
た
。
折
り
し
も
夕
立
が
あ
り
、

ロ
ツ
ジ
の
前
の
広
場
に
降

っ
た
雨
が
広
場

の
中
央
で
、
太
平
洋
側

（利
根
川
の
方
向
）

と
日
本
海
側

（千
曲
川
の
方
向
）

へ
分
か

れ
て
流
れ
る
様
子
が
実
際
に
確
か
め
ら
れ
、

大
変
印
象
深
か
っ
た
。

夕
食
後
ロ
ッ
ジ
の
ご
主
人
が
、
付
近
の

高
山
植
物
の
ス
ラ
イ
ド
を
上
映
し
な
が
ら

解
説
し
て
く
れ
た
。

七
月
二
日
は
快
晴
、
バ
ス
で
高
峰
温
泉

に
移
動
し
、
そ
こ
か
ら
篭
ノ
登
山

へ
登

っ

た
。
水
ノ
塔
山
の
手
前
の
唐
松
が
、
長
野

県
側
か
ら
の
強
風
の
た
め
、
群
馬
県
側
の

み
に
枝
が
伸
び
、
風
衝
本
と
な
う
て
い
る

様
子
や
、
稜
線
を
境
に
植
生
が
大
き
く
違

っ
て
い
る
の
が
興
味
深
か
っ
た
。

ま
た
篭
ノ
登
山
か
ら
兎
平

へ
下
る
途
中

の
、
二
、
三
百
年
は
経

っ
て
い
る
と
思
わ

れ
る
唐
松
の
自
然
林
は
実
に
見
事
。
下
山

道
の
両
側
に
群
生
す
る
マ
イ
ヅ
ル
草
は
可

憐
で
あ

っ
た
。
池
ノ
平
の
湿
原
は
乾
燥
化

が
進
み
、
笹
類

に
侵
食
さ
れ

つ
つ
あ
り
、

自
然
の
変
化
と
は
い
え
残
念
な
こ
と
で
あ

る
。コ

マ
ク
サ
園
の
柵
の
外
で
昼
食
を
と
っ

た
が
、
人
間
の
獣
性
を
閉
じ
込
め
る
頑
丈

な
金
網
を
哀
れ
む
よ
う
に
、
コ
マ
ク
サ
は

楚
々
と
咲
い
て
い
た
。
　

　

（末
廣
　
坦
）

五
台
山

・
小
金
剛

・
北
漢
山

三
年
目
の
今
年
は
、
季
節
の
花
、
と
く

に
オ
オ
ヤ
マ
レ
ン
グ
を
主
と
し
て
愛
で
る

こ
と
を
目
標
に
し
た
が
、
期
待
通
り
に
会

う
こ
と
が
で
き
た
。

六
月
七
日
、
金
浦
空
港

に
正
午
到
着
。

乾
、
金
、
高
三
氏
に
迎
え
ら
れ
、
チ
ャ
ー

タ
ー
バ
ス
に
乗
車
、　
一
路
江
陵

へ
。
嶺
東

高
速
道
路
の
最
高
点
、
大
関
嶺
か
ら
江
陵

へ
の
下
り
で
、
早
く
も
オ
オ
ヤ
マ
レ
ン
グ

が
顔
を
見
せ
た
。

江
陵
の
ホ
テ
ル
に
行
く
と

「三
水
会
御

　

＞

一
同
様
歓
迎
」
の
横
断
幕
が
あ
り
、
驚
い
　

田

た
。
折
か
ら
有
名
な
江
陵
の
端
午
祭
の
最

中
で
、
夕
食
前
に
見
物
に
出
か
け
た
。

八
日
、
大
関
嶺
に
上
が

っ
て
、
珍
富
イ

ン
タ
ー
で
六
号
線
に
入
り
、
五
台
山
国
立

公
園

へ
途
中
で
左
折
す
る
。
月
精
寺
の
手

前
で
入
山
料
、
駐
車
料
、
観
覧
料
を
徴
収

さ
れ
、
清
流
沿

い
の
未
舗
装
路
を
走
り
、

上
院
寺
下
の
駐
車
場
で
下
車
し
た
。

上
院
寺
に
上
が
っ
て
、
左
の
左
大
寺

ヘ

の
道
を
行
く
と
、
オ
オ
ヤ
マ
レ
ン
グ
が
現

れ
た
。
辻
橋
さ
ん
の
嬉
し
そ
う
な
顔
を
思

わ
ず
見
上
げ
た
。
中
大
寺
の
下
で
登
山
道

に
入
り
、
樹
林

の
中
を
登

っ
て
ゆ
く
と
、

チ

ョ
ン
ミ

ョ
ル
ポ
グ

ン

左
に
寂
滅
宝
宮
が
あ
り
、
信
者
が
か
な
り

多
い
。
こ
こ
か
ら
先
は
ほ
ぼ

一
直
線
の
登 オオヤマレンゲが満開の五台山へ登る

一一■
一＝
一＝
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り
で
急
坂
も
あ
る
。
チ
ン
ダ
ル
レ
は
お
わ

り
、
オ
オ
ヤ
マ
レ
ン
グ
は
未
だ
つ
ぼ
み
で

あ

っ
た
が
、
ウ
ツ
ギ
、
ラ
イ
ラ
ッ
ク
、
チ

ョ
ウ
セ
ン
ヤ
マ
ツ
ツ
ジ
の
ピ
ン
ク
の
花
が

美
し
い
。
十
二
時
過
ぎ
に
五
台
山
頂
上

比
慮
峰

（
一
五
六
三
メ
ー
ト
ル
）

へ
。
高

曇
り
で
見
通
し
が
よ
か
っ
た
。
昼
食
後
北

の
象
王
峰

へ
縦
走
、
北
台
寺
の
方
向
に
下

山
。
寺
に
寄
ら
ず
近
道
を
下
り
て
林
道
に

出
た
。
駐
車
場
の
ほ
う
に
歩
く
と
、
オ
オ

ヤ
マ
レ
ン
グ
の
花
盛
り
で
あ
る
。
内
雪
岳

ベ
ク
タ
ン

の
百
渾
渓
谷
以
来
の
眺
め
を
堪
能
し
た
。

九
日
、
江
陵
か
ら
北

へ
行
き
、
連
谷
で

左
折
し
て
小
金
剛
渓
谷

へ
。
こ
こ
は
紅
葉

で
有
名
な
観
光
地
で
あ
る
。
国
立
公
園
の

料
金
所
の
先
で
、
渓
谷
沿
い
の
道
を
歩
い

ク
リ
ョ
ン
　
　
　
　
　
マ
ン
ム
ル
サ
ン

て
九
竜
瀑
布
、
万
物
山
ま
で
行
く
と
、
オ

オ
ヤ
マ
レ
ン
グ
に
会
え
た
。
帰
路
は
六
号

線
に
出
て
、
珍
峠
を
越
え
て
嶺
東
高
速
道

路
に
入
り
、
ソ
ウ
ル
ヘ
。

十
日
、
北
漢
山
縦
走
の
た
め
、
地
下
鉄

を
水
鍮
で
下
車
。
タ
ク
シ
ー
で
牛
耳
洞
登

山
口
の
道
説
寺
入
口
へ
行
く
と
、
公
園
料

金
所
の
前
に
大
き
な
看
板

（幕
）
が
あ

っ

た
。
「
こ
れ
よ
り
禁
煙
。
喫
煙
は
三
十
万

ウ
オ
ン
の
罰
金
、
山
火
事
は

一
千
万
ウ
オ

ン
の
罰
金
」
と
あ
る
。
す
べ
て
ハ
ン
グ
ル

マ
ル
で
書
い
て
あ
る
が
、
こ
の
徹
底
し
た

規
制
に
感
心
す
る
と
と
も
に
、
字
が
読
め

な
い
日
本
人
登
山
者
は
ど
う
対
処
す
る
か
、

要
注
意
で
あ
る
。

ハ
ル
ジ

ェ
を
越
え
、
仁
寿
峰
の
岩
壁
を

眺
め
て
涸
れ
た
沢
を
登

っ
て
ゆ
く
と
、
オ

オ
ヤ
マ
レ
ン
グ
が
あ

っ
た
。

自
雲
山
荘
で
は
、
小
屋
主
の
李
永
九
夫

妻
の
温
か
い
も
て
な
し
に
感
謝
し
て
、
自

雲
台
か
ら
縦
走
を
始
め
る
。
ウ
ィ
門
を
く

ぐ

つ
て
ガ
レ
場
を
降
り
、
左
の
岩
盤
と
岩

稜
に
刻
ま
れ
た
道
を
進
み
、
竜
岩
門
、
北

漢
山
荘
、
東
将
台
、
大
東
門
、
大
成
門
と

復
元
さ
れ
た
北
漢
山
城
を
歩
い
て
五
時
間

ほ
ど
で
国
民
大
学
校
の
中
に
下
山
。
市
内

バ
ス
で
吉
音

へ
行
き
、
地
下
鉄
で
ホ
テ
ル

に
帰
る
。
夕
食
は
打
ち
上
げ
パ
ー
テ
イ
ー

で
、
お
世
話
に
な

っ
た
韓
国
の
三
氏
に
お

礼
を
申
し
上
げ
た
。

十

一
日
、
帰
国
。
参
加
者
三
水
会
員
十

五
名
。
協
力
韓
国
人
三
名
。
（石
田
稔
郎
）

山
岳
絵
画
展
、
成
功
裡
に
終
了

本
会
所
蔵
山
岳
絵
画
の
特
別
展

「山
岳

絵
画
を
め
ぐ
る
美
と
感
動
」
が
七
月
十
七

日
か
ら
二
十
七
日
ま
で
、
上
高
地
山
岳
研

究
所
で
開
催
さ
れ
、
盛
況
裡
に
終
了
。
名

簿
記
入
者
だ
け
で
も
百
八
十
七
名

⌒外
国

人
十
四
名
を
含
む
）
、
未
記
入
者
も
含
め

る
と
二
百
数
十
名
の
方
に
観
覧
し
て
い
た

だ
け
た
も
の
と
思
い
ま
す
。
（田
畑
真

一
）

一 ―一 ●新ハイキング選書 ●一 ――

藤丼寿夫著

中央線の山を歩く
A5判・286頁・定価 1680円 (税込 )

中央線の山を歩いて50年、中央線の山107座 の

紀行と案内。朝立ち、日帰りの範囲内、あまり
登山者の歩かれていない山に重点を置いてい

る。読物としても楽しい。 最新刊 増刊出来

一 一 ●深 田 ク ラ ブ 編 ●一 一

深■久弥の研究

読み″き点、た
飯島斉 高澤光雄 高辻謙輔 深田クラブ編集部共著

A5判・387頁・定価1680円 (税込)

深田久弥の研究に造詣の深い三氏が、深田クラ
ブ会報に、永年にわたり発表された成果をまと
めたもの。深田久弥はこの一冊で全貌を顕す。

新ハイキング社
東京都北区滝野川 7-6-13
電話・FAX 03(3915)8110
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目
旧
田

九
州
山
脈
脊
梁
の
山
旅

■
伝
説
と
幻
想
の
世
界

自
然
林
は
萌
黄
色
か
ら
日
毎
に
濃
緑
ヘ

と
変
化
の
著
し
い
季
節
、
脊
梁
で
は
石
楠

花
か
ら
雪
笹
が
主
役
を
演
じ
は
じ
め
て
い

た
。
重
な
り
合
う
急
斜
面
の
渓
底
か
ら
吹

き
上
げ
て
く
る
緑
風
は
、
汗
ば
ん
だ
肌
に

活
力
を
与
え
て
く
れ
る
。

五
月
定
例
は
、
九
州
山
脈
の
ど
真
ん
中
、

自
鳥
山
、
烏
帽
子
岳
、
五
勇
山
の

一
泊
二

日
の
山
旅
で
あ
る
。
五
月
二
十
七
日
、
時

折
激
し
く
降
る
皐
月
の
雨
に
も
、
不
参
加

を
申
し
出
る
者
は
い
な
い
。
六
時
三
十
分

宮
崎
市
を
出
発
、
日
向
市
を
経
由
し
て
平

家
の
郷

・
椎
葉
村
日
添
の
峰
越
の
館
に
十

二
時
三
十
分
着
。
日
添
地
区
は
国
重
要
無

形
文
化
財

「日
添
神
楽
」
と

「焼
き
畑
」

の
伝
承
地
で
あ
る
。
こ
の
館
で
昼
食
を
済

ま
せ
、
小
雨
降
る
中
を
峰
越
林
道
、
標
高

約

一
二
五
〇
メ
ー
ト
ル
地
点
ま
で
マ
イ
ク

ロ
バ
ス
は
喘
ぎ
な
が
ら
登
る
。

参
加
者
二
十
五
人
、
自
鳥
登
山
口
に
到

着
。
登
山
口
周
辺
は
七
月
に
な
る
と
キ
ン

ン
グ
シ
ョ
ウ
マ
、
メ
タ
カ
ラ
ヨ
ウ
な
ど
が

競
い
合
う
場
所
だ
。
渓
沿
い
は
集
束
さ
れ

て
水
量
を
増
し
て
い
る
が
、
歩
行
に
は
支

障
が
な
い
。
三
十
分
で
サ
ワ
グ
ル
ミ
の
大

本
の
生
い
茂
る
水
源
地
に
着
く
。　
一
呼
吸

入
れ
、
自
鳥
山

（
一
六
三
八
メ
ー
ト
ル
）

山
頂
に
は
十
四
時
四
十
五
分
着
。
濃
霧
の

中
、
南
限
の
イ
チ
イ
、
ミ
ズ
ナ
ラ
の
自
然

林
を
下
り
、
平
家
の
残
党
平
重
盛
の
三
男

清
径
が
七
十
数
年
住
ん
で
い
た
と
い
う
御

池
や
ド
リ
ー
ネ

の
奇
岩
を
愛
で
な
が
ら
、

伝
説
と
霧
に
包
ま
れ
た
幻
想
の
世
界
を
歩

き
、
十
六
時
登
山
口
着
。

夕
食
は
、
山
の
幸
の
タ
ラ
、
ウ
ド
、
サ

ン
シ
ョ
ウ
、
ス
ズ
タ
ケ
の
筍
な
ど
を
味
わ

い
、
日
添
神
楽
の
太
夫
を
務
め
る
椎
葉
さ

ん
を
囲
ん
で
山
の
生
活
を
語
る
。

■
狭
霧
に
映
え
た
新
緑

二
十
八
日
五
時
起
床
。
帰
路
と
な
る
徒

渉
点
の
水
位
の
確
認
を
行
う
。
朝
食
、
撤

収
、
清
掃
を
済
ま
せ
、
再
び
峰
越
林
道
を

県
境
の
峰
越
峠

（
一
四
九
〇
メ
ー
ト
ル
）

ま
で
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
の
力
を
借
り
る
。
七

時
十
分
、
稜
線
か
ら
ア
ッ
プ
ダ
ウ
ン
を
繰

り
返
し
な
が
ら
烏
帽
子
岳
を
目
指
す
。
地

皮
の
ス
ズ
タ
ケ
の
ブ

ッ
シ
ュ
を
繰
り
返
し

つ
つ
、
ミ
ズ
ナ
ラ
、
ブ
ナ
、
ナ
ツ
ツ
バ
キ

の
群
生
す
る
霧
の
中
を
ツ
ツ
ド
リ
や
ウ
グ

イ
ス
な
ど
の
小
鳥
た
ち
に
励
ま
さ
れ
、
時

折
雲
間
か
ら
降
り
注
ぐ
木
漏
れ
日
に
歓
声

が
上
が
る
。
九
時
三
十
五
分
ヤ
ク
シ
マ
ホ

ツ
ツ
ジ
の
群
生
す
る
烏
帽
子
岳

（
一
六
九

一
メ
ー
ト
ル
）
に
立
つ
。

昭
和
三
十
九
年
末
、
七
泊
八
日
で
こ
の

九
州
山
脈
脊
梁
を
縦
走
し
た
岳
友
の
顔
が

浮
か
ぶ
。
稜
線
沿
い
に
群
生
す
る
シ
ャ
ク

ナ
ゲ
の
中
に
遅
咲
き
の
薄
紅
紫
色
の
花
が

数
個
咲
き
、
ま
た
ベ
ニ
ド
ウ
ダ
ン
は
精
気

を
与
え
て
く
れ
る
。
全
員
快
調
だ
。

十

一
時
五
分
、
登
山
開
始
か
ら
の
稜
線

歩
き
約
四
時
間
で
五
勇
山

（
一
六
六
二
メ

ー
ト
ル
）
の
山
頂
着
。
昼
食
。
こ
れ
か
ら

は
下
り

一
辺
倒
だ
。
豊
富
な
自
然
林
の
森

林
浴
を
堪
能
し
つ
つ
徒
渉
点
に
着
く
。
こ

こ
は
早
朝
、
会
員
の
努
力
で
岩
の
苔
は
ス

リ
ッ
プ
防
止
に
と
整
備
さ
れ
て
お
り
、
誰

一
人
渓
の
中
に
転
倒
す
る
者
も
な
く
全
員

徒
渉
完
了
だ
。
二
日
間
の
山
旅
の
汗
を
流

し
、
山
の
神
に
感
謝
の
言
葉
を
残
し
つ
つ

バ
ス
走
行
四
時
間
の
帰
路
に
着
い
た
。

こ
の
山
旅
で
詠
ん
だ
会
員
の
短
歌
を
紹

介
し
た
い
。
　
　
　
　
　
　
（井
野
元
繁
）

遠
き
日
の
わ
が
と
き
め
き
に
似
た
る
か
な

は
か
な
く
紅
き
ツ
ク
シ
ア
ケ
ボ
ノ

霧
晴
れ
て
ベ
ニ
ド
ウ
ダ
ン
の
花
房
は
わ
が

眼
上
に
濡
れ
て
き
ら
め
く

迷
い
ひ
と
つ
な
き
身
と
な
り
て
若
葉
萌
ゆ

る
清
し
き
山
を
わ
れ
下
り
ゆ
く（谷

口
敏
子
）

霧
雨
に
わ
が
身
を
ゆ
だ
ね
山
を
ゆ
く
涯
な

き
夢
を
追
い
し
ご
と
く
に

人
知
れ
ず
咲
き
た
る
花
よ
落
ち
て
な
お
紅

残
す
ツ
ク
シ
ア
ケ
ボ
ノ

立
ち
こ
む
る
霧
に
ぬ
れ
建

つ
清
径
の
住
み

た
る
跡
の
標
柱
に
触
る
る

（平
家
残
党
左
中
将
平
清
径
住
居
跡
）

（大
谷
　
優
）

韓
国

・
漢
撃
山
と
俗
離
山
ヘ

本
年
も
韓
国
岳
友
と
の
姉
妹
山
交
流
を

目
的
に
、
名
峰
漢
撃
山
と
俗
離
山
を
選
ん

で
、
六
月
四
日
よ
り

一
週
間
、
参
加
者
十

名
で
親
善
山
行
を
実
施
し
た
。

第

一
日
、
仙
台
空
港
を
発
ち
、
金
浦
空

港
で
李
載
洪
氏
の
出
迎
え
を
受
け
る
。
自

全国各地の支部から,独自の活動状況を

リポー トします。新緑が美しい五勇山頂で

秋
田
支
部

(10)
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由
が
丘
を
見
学
後
、
夕
方
済
州
島

へ
。
空

港
で
は
金
支
部
長
を
は
じ
め
、
李
副
支
部

長
、
催
総
務
理
事
な
ど
慶
南
支
部
の

一
行

が
出
迎
え
て
く
だ
さ
り
、
再
会
を
喜
び
あ

う
。
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
に
宿
泊
し
、
近
く

の
会
場
で
歓
迎
会
を
開
い
て
い
た
だ
く
。

第
二
日
、
早
朝
、
金
支
部
長

一
行
十
二

名
の
慶
南
支
部
員
の
案
内
で
、
マ
イ
ク
ロ

バ
ス
で
登
山
口
の
城
板
岳

へ
。
登
山
道
は

立
派
に
整
備
さ
れ
て
お
り
、
美
し
い
林
や

ツ
ツ
ジ
の
咲
く
中
を
登
る
。
ゆ

っ
く
り
五

時
間
近
く
か
け
て
漢
撃
山
頂
に
到
着
し
た
。

長
岩
団
長
は
二
十
八
年
、
私
は
三
十
二
年

ぶ
り
の
懐
か
し
い
登
頂
と
な

っ
た
。

こ
の
日
も
昨
年
同
様
、
特
上
の
快
晴
に

恵
ま
れ
、
山
頂
を
取
り
巻
く
火
口
壁
と
火

口
湖
の
自
鹿
渾
を
眺
め
な
が
ら
観
音
寺

コ

ー
ス
を
下
山
す
る
。
漢
撃
山

へ
の
霊
室
や

オ
リ
モ
ッ
ク
の
コ
ー
ス
は
休
息
期
間
で
入

山
禁
止

（二
、
三
年
ご
と
に
交
代
）
、
山

頂
部
で
の
食
事
も
禁
止

（ゴ
ミ
問
題
）
さ

れ
て
い
る
。
ま
た
、
コ
ー
ス
全
体
が
工
夫

さ
れ
、
路
面
整
備
や
ソ
ー
ラ
ー
つ
き
ト
イ

ン
な
ど
が
整

っ
て
お
り
、
国
の
保
護
行
政

が
進
ん
で
い
る
。

こ
の
夜
は
全
州
中
央
会
館
で
交
流
会
を

開
き
懇
親
を
深
め
る
。

第
二
日
、
済
州
島
の
主
な
観
光
地
を
案

内
し
て
い
た
だ
き
、
逆
坂

（お
ば
け
坂
）
、

翰
林
公
園
、
天
地
淵
、
中
央
観
光
団
地
、

遊
覧
船
の
島
巡
り
な
ど
を
楽
し
む
。
こ
の

夜
も
懇
親
会
。

第
四
日
、
慶
南
支
部
員
に
見
送
ら
れ
、

ソ
ウ
ル
ヘ
向
か
う
。
南
部
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ

ル
で
尾
瀬
帰
り
の
曹
斗
鉱
氏
、
俗
離
山
を

案
内
し
て
く
だ
さ
る
李
載
成
氏
と
合
流
し
、

バ
ス
で
登
山
口
の
法
住
寺
に
向
か
い
、
レ

ー
ク

ヘ
ル
ズ
ホ
テ
ル
に
宿
泊
す
る
。

第
五
日
、
早
朝
、
小
金
剛
と
も
呼
ば
れ

る
韓
国
八
景
の

一
つ
、
俗
離
山

へ
。
本
々

の
緑
が
奇
岩
怪
石
に
調
和
し
た
最
短
の
コ

ー
ス
か
ら
最
高
峰
の
天
皇
峰

へ
登
る
。

午
後
三
時
過
ぎ
、
バ
ス
で
ソ
ウ
ル
に
戻

り
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
ホ
テ
ル
に
宿
泊
。

第
六
日
、
午
前
中
、
韓
国
山
岳
会
元
老

会
を
表
敬
訪
問
し
、
午
後
は
自
由
行
動
。

夜
は
同
会
と
長
年
に
わ
た
る
親
交
を
さ
ら

に
深
め
、
深
夜
ま
で
交
流
会
は
続
け
ら
れ

た
。第

七
日
、
金
浦
空
港
か
ら
仙
台

へ
。
夕 快晴の漢撃山に登った秋田支部の10名

方
秋
田
駅
に
着
き
解
散
し
た
。

最
後
に
、
実
施
に
当
た
り
お
世
話
く
だ

さ

っ
た
韓
国
山
岳
会
の
慶
南
支
部
並
び
に

元
老
会
の
諸
氏
に
心
か
ら
感
謝
の
意
を
表

し
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
（佐
々
木
民
秀
）

■
Ｈ
田

播
隆
上
人
の

ホ
ー
ム
ゲ
レ
ン
デ
伊
吹
山

東
海
支
部
で
は
、
今
ま
で
五
回
に
わ
た

っ
て
伊
吹
山
で
播
隆
祭
を
催
し
て
き
た
。

そ
の
理
由
は
播
隆
上
人
が
、
伊
吹
山
の
麓

で
歴
史
に
躍
り
出
た
こ
と
に
よ
る
。
そ
れ

ま
で
の
播
隆
上
人
の
足
跡
は
、
わ
ず
か
数

行
で
し
か
な
い
。

生
き
生
き
と
し
た
播
隆
上
人
が
出
現
す

る
の
は
、
実
に
伊
吹
山
の
展
望
台
と
も
い

う
べ
き
美
濃
の
国

一
の
宮
、
南
宮
山
中
で

の
修
行
で
あ

っ
た
。
「…
…
遠
近
の
男
女

日
々
群
衆
し
て
…
…
」
と
南
宮
神
社
の
宮

司
は
感
嘆
し
て
い
る
。

実
に
、
伊
吹
山
の
麓
で
播
隆
上
人
は
あ

る
日
、
鴨
の
雛
が
何
事
も
な
く
池
に
入

っ

て
い
く
よ
う
に
村
人
に
溶
け
込
ん
で
い
っ

た
。
文
政
三
年

（
一
八
二
〇
）
、
播
隆
上

人
、
三
十
五
歳
の
と
き
で
あ
る
。

そ
ん
な
時
、
播
隆
上
人
は
村
人
か
ら
こ

ん
な
こ
と
を
聞
い
た
の
だ
ろ
う
か
。

「円
空
サ
ン
は
ノ
ウ
」
播
隆
上
人
は
円
空

の
没
後
百
年
に
生
ま
れ
て
い
る
。

「ジ
イ
サ
ン
が
言

っ
て
い
た
。
伊
吹
山
の

中
腹
に
、
大
き
な
岩
が
あ

っ
て
皆
ン
ナ
が

行
導
岩
と
よ
ん
で
い
る
。
そ
こ
で
円
空
サ

ン
が
修
行
し
た
ん
だ
」

こ
ん
な
会
話
が
あ

っ
て
、
播
隆
上
人
は

円
空
が
修
行
し
た
行
導
岩

へ
登

っ
て
い
っ

た
に
違
い
な
い
。
そ
し
て
そ
こ
で
円
空
サ

ン
と
播
隆
上
人
の
出
会
い
が
あ

っ
た
と
す

る
の
は
誤
り
だ
ろ
う
か
。

村
人
は
播
隆
上
人
を
押
し
出
し
た
。
円

空
は
招
い
た
。
そ
の
年
の
夏
、
播
隆
上
人

は
転
が
る
よ
う
に
し
て
円
空
が
開
基
し
た

笠
ヶ
岳

へ
向
か
っ
た
。

こ
の
時
か
ら
、
播
隆
上
人
は
近
代
の
ア

ル
ピ
ニ
ズ
ム
に
通
ず
る
登
山
を
す
る
こ
と

に
な
る
。
二
年
後
、
笠
ヶ
岳
に
登
り
そ
れ

も
証
明
さ
れ
た
。
支
持
者
も
増
え
た
。

こ
の
時
期
、
「女
人
之
罪
歌
」
を
書

い

て
配

っ
て
い
る
。

く
ど
い
よ
う
だ
が
、
播
隆
上
人
を
唯
の

念
仏
行
者
か
ら
ア
ル
ピ
ニ
ス
ト
に
変
身
さ

せ
た
の
は
、
播
隆
上
人
の
人
柄
、
学
識
に

も
よ
る
が
、
伊
吹
山
の
麓
の
歴
史
と
山
麓

の
人
た
ち
の
後
押
し
も
ま
た
、
大
き
な
要

素
に
な

っ
て
い
る
こ
と
は
疑
い
な
い
。

こ
ん
な
こ
と
を
知

っ
て
ほ
し
い
と
考
え
、

今
年
も
ま
た
伊
吹
山
播
隆
祭
を
計
画
し
ま

し
た
。

播
隆
上
人
に
興
味
の
あ
る
方
の
参
加
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
詳
細
は
二
三
ペ
ー

ジ
の
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
欄
を
ご
参
照

く
だ
さ
い
。
　
　
　
　
　
　
（稲
葉
省
吾
）

(11)
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東

西
南
北

会
員
の
皆
様
の
ご
意
見
、
エ
ッ
セ
イ
、

俳
句
、
短
歌
、
詩
な
ど
を
掲
載
す
る

ベ
ー
ジ
で
す
。
ど
し
ど
し
ご
投
稿
く

だ
さ
い
。
（紙
面
に
限
り
が
あ
り
ま
す

の
で
、　
一
点
に
つ
き

一
〇
〇
〇
字
程

度
で
お
願
い
し
ま
す
）

イラスト・宇都木慎一

イ
ヌ
ワ
シ
が
作
っ
て
く
れ
た

き
っ
か
け

松
本
恒
廣

本
年
第
五
十
四
回
を
迎
え
た
愛
鳥
週
間

「全
国
野
鳥
保
護
の
つ
ど
い
」
が
五
月
十

四
日
、
山
形
県
八
幡
町
鳥
海
高
原
家
族
旅

行
村
で
、
日
本
鳥
類
保
護
連
盟
総
裁
常
陸

宮
ご
夫
妻
を
お
迎
え
し
て
開
催
さ
れ
た
。

こ
の
地
は
自
然
保
護
委
員
会
が
最
も
理

想
的
な
保
護
活
動
を
展
開
し
た
鳥
海
山
南

麓
ス
キ
ー
場
開
発
問
題
、
そ
の
開
発
を
自

紙
に
戻
さ
せ
た
決
定
的
な
デ
ー
タ
を
提
供

し
た
イ
ヌ
ヮ
シ
生
息
調
査
の
舞
台
と
な

っ

た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

（
こ
の
経
緯
は

『山

岳
』
第
九
二
年

「鳥
海
山
の
ス
キ
ー
場
開

発
と
自
然
保
護
」
に
詳
し
い
）

十
年
前
、
ス
キ
ー
場
計
画
を
積
極
的
に

推
進
し
て
き
た
地
元
八
幡
町
が
今
、
ス
キ

ー
場
を
あ
さ
ら
め
て
自
然
と
の
共
生
を
目

指
し
、
保
護
条
例
を
作
成
し
て
イ
ヌ
ヮ
シ

を
守
る
道
を
選
ん
だ
。
イ
ヌ
ヮ
シ
の
繁
殖

が
確
認
さ
れ
た
こ
と
が
、
こ
こ
で
の

「全

国
野
鳥
保
護
の
つ
ど
い
」
実
現
の
き

っ
か

け
と
な

っ
た
の
で
あ
る
。

（山
形
新
聞
土

曜
コ
ラ
ム
）

こ
の
ス
キ
ー
場
を
あ
さ
ら
め
さ
せ
た
大

元
の
き

っ
か
け
を
作

っ
た
主
役
が
、
新
た

に
鳥
海
山
ワ
シ
タ
カ
研
究
会
を
組
織
し
て
、

Ｊ
Ａ
Ｃ
の
活
動
を
引
き
継
い
で
活
躍
し
て

い
る
佐
藤
淳
志
会
員
で
あ
り
、
今
回
そ
の

功
績
に
よ
り
当
日
の
記
念
式
典
に
お
い
て

野
生
生
物
保
護
功
労
者
と
し
て
表
彰
さ
れ

た
こ
と
は
喜
ば
し
い
。

ま
た
、
こ
の
た
び

『鳥
海
山
南
麓
の
イ

ヌ
ヮ
シ
』
と
題
す
る
報
告
書
が
完
成
し
た
。

こ
の
報
告
書
は
先
に
当
委
員
会
が
ま
と
め

た
九
七
年
版
イ
ヌ
ヮ
シ
調
査
報
告
書
の
続

編
と
も
い
う
べ
き
も
の
で
、
ワ
シ
タ
カ
研

究
会
が
環
境
事
業
団
よ
り
交
付
さ
れ
た
地

球
環
境
基
金
を
も
と
に
発
行
し
た
。
内
容

は
、
自
然
災
害
で
崩
落
し
た
イ
ヌ
ヮ
シ
繁

殖
巣
を
田
沢
湖
に
次
ぐ
全
国
で
二
番
目
と

な
る
人
工
的
巣
棚
を
設
置
し
た
経
緯
と
、

昨
年
九
月
に
開
催
さ
れ
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

に
お
け
る
関
山
房
兵
氏
の
基
調
講
演
が
ま

と
め
ら
れ
て
お
り
、
早
速
環
境
庁
や
管
内

の
学
校
な
ど
に
配
布
さ
れ
た
。

今
、
こ
の
鳥
海
山
南
麓
に
環
境
庁
が
わ

が
国
初
の
ワ
シ
タ
カ
類
専
門
の
研
究
施
設

猛
禽
類
保
護
セ
ン
タ
ー
を
建
設
中
で
秋
に

は
完
成
予
定
で
あ
る
。
所
長
に
は
イ
ヌ
ヮ

シ
の
生
息
調
査
で
お
世
話
に
な

っ
た
そ
の

道
の
第

一
人
者
関
山
氏
が
、
自
然
保
護
局

保
護
増
殖
専
門
官
と
し
て
着
任
さ
れ
る
の

も
心
強
い
限
り
で
、
こ
れ
も
き

っ
か
け
が

も
た
ら
し
た
成
果
で
あ
る
。

来
年
の
八
月
十
七
～
十
九
日
に
は
自
然

保
護
委
員
会
が
後
援
す
る
自
然
と
人
間
の

暮
ら
し
を
考
え
る
フ
ォ
ー
ラ
ム
ー
Ｎ
主
催

の
イ
ベ
ン
ト
も
こ
の
地
で
予
定
さ
れ
て
い

る
。
佐
藤
会
員
を
は
じ
め
と
す
る
山
形
支

部
有
志
の
皆
さ
ん
は
、
他
の
仲
間
た
ち
と

と
も
に
こ
れ
か
ら
も
イ
ヌ
ワ
シ
に
目
を
留

め
な
が
ら
、
鳥
海
山
の
自
然
を
守
り
続
け

て
い
く
こ
と
だ
ろ
う
。

エ
ベ
レ
ス
ト

・
マ
ラ
ソ
ン
に

考
え
る

千
葉
重
美

世
界
最
高
峰
エ
ベ
ン
ス
ト
の
魅
力
は
尽

き
な
い
。
こ
こ
で
マ
ラ
ソ
ン
が
行
わ
れ
て
、

ま
だ
十
年
経
っ
た
だ
け
で
あ
る
。
が
、
こ

の
秋
、
今
世
紀
最
後
の
大
会
が
行
わ
れ
る
。

佐
藤
文
昭
会
員
の
エ
ン
ト
リ
ー
を
機
会
に
、

そ
の
意
義
を
考
え
て
み
た
い
。

当

マ
ラ
ソ
ン
は
世
界
の
最
高
位
を
走

っ

て
み
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
、
挑
戦
好
き

の
イ
ギ
リ
ス
人
の
医
師
、
ク
リ
ス

ｏ
ジ

ェ

ナ
ー
や
ジ
ヤ
ン

・
タ
ナ
ー
が
始
め
た
高
所

マ
ラ
ソ
ン
で
あ
る
。
計
測
は
タ
ー
メ
ー
タ

ー
車
を
使

っ
て
陸
軍
教
官
の
デ
フ

・
ブ
レ

ー
ク
ニ
ー
な
ど
が
行

っ
た
、
い
わ
ゆ
る
エ

ベ
ン
ス
ト
街
道
を
コ
ー
ス
と
す
る
も
の
で

あ
る
。
ス
タ
ー
ト
地
点
は
Ｂ
Ｃ
に
近
い
ゴ

ラ
ク
シ
ェ
ッ
プ

（五

一
八
四
メ
ー
ト
ル
）
、

ロ
ブ
チ

ェ
、
ペ
リ
チ

ェ
、
パ
ン
ボ
チ

ェ
を

経
て
ナ
ム
チ

ェ
の
す
り
鉢
上
の
上
部
を
通

過
し
、
ボ
ー
デ
コ
シ
の
タ
ー
メ
で
折
り
返

し
て
ナ
ム
チ

ェ
の
小
さ
な
広
場
の
ゴ
ー
ル

に
入
る
。
四
二

・
一
九
五
キ
ロ
、
二
六

ｏ

ニ
マ
イ
ル
の
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
で
あ

っ
て
、

国
際
陸
連
に
加
盟
し
て
い
る
ネ
パ
ー
ル
陸

連

（Ｎ
Ａ
Ａ
Ａ
）
公
認
の
コ
ー
ス
で
あ
る
。

過
去
の
記
録
か
ら
見
る
と
四
時
間
を
切

つ
た
こ
と
も
あ
る
が
、
上
位
は
四
時
間
台

で
争
わ
れ
て
お
り
、
十

一
時
間
が
制
限
時

間
で
あ
る
。
参
加
者
は
男
女
、
年
齢
に
関

係
な
く
、
完
走
し
得
る
能
力
、
経
歴
を
持

つ
者
に
よ

っ
て
エ
ン
ト
リ
ー
さ
れ
て
い
る
。

ネ
パ
ー
ル
を
中
心
に
、
イ
ギ
リ
ス
、
ア
メ

リ
カ
を
は
じ
め
、
欧
米
主
要
十
数
力
国
の

人
た
ち
が
参
加
し
、
上
位
入
賞
者
に
は
賞

金
も
出
る
。
特
に
ネ
パ
ー
ル
の
地
域
貧
困

者

へ
の
救
済
も
含
め
て
、
自
然
保
護
、
水

(12)
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飢
饉
、
学
校
、
病
院
な
ど

へ
慈
善
協
力
す

る
Ｎ
Ｇ
Ｏ
で
も
あ
る
。

ス
タ
ー
ト
か
ら
ゴ
ー
ル
ま
で
高
距
格
差

は
二
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
前
後
で
上
り
下
り

が
あ
る
が
、
Ｆ
Ｅ
Ｌ
Ｌ

（荒
地
）
コ
ー
ス

と
し
て
下
山
を
基
調
に
し
て
い
る
。
「
エ

ベ
ン
ス
ト

・
マ
ラ
ソ
ン
は
人
間
の
生
理
的

極
限
を
求
め
、
人
間
の
可
能
性
を
拡
大
さ

せ
る
も
の
。
こ
れ
に
参
加
し
た
か
ら
と
い

っ
て
、
人
前
で
吹
聴
す
る
よ
う
な
も
の
で

は
な
い
。
即
ち
、
高
度
環
境
で
い
つ
死
ん

だ
か
ら
と
い
っ
て
不
思
議
は
な
い
か
ら
で

あ
る
。
そ
れ
ほ
ど
こ
れ
は
危
険
な
レ
ー
ス

で
あ
る
」
と
医
者
ク
リ
ス

・
ジ

ェ
ナ
ー
は

言

っ
て
い
る
。
本
当
に
無
謀
な
行
為
で
あ

ろ
う
か
？

私
は
九

一
年
に
参
加
、
未
完
走
で
終
わ

っ
た
が
、
九
二
年
に
は
男
性
三
名
、
女
性

四
名
全
員
が
完
走
し
た
。
競
技
と
は
い
え

マ
イ

ベ
ー
ス
で
、
安
全
を
基
調
に
し
た
、

登
山
理
解
の
高
い
者
に
と

っ
て
格
好
の
コ

ー
ス
で
あ
る
。

九
五
年
、
ク
ー
ン
ブ
地
方
は
数
十
年
に

一
度
降
る
か
降
ら
な
い
か
の
大
雪
で
、
ゴ

ー
キ

ョ
か
ら
下
る
途
中
、
大
雪
崩
で
遭
難

し
た
日
本
人
の
ト
レ
ツ
カ
ー
は
数
十
名
に

な

っ
た
。
こ
の
と
き
エ
ベ
レ
ス
ト

・
マ
ラ

ソ
ン
隊
は
何
ら
事
故
も
な
く
競
技
を
半
分

で
中
止
し
て
い
た
。
九
二
年
に
日
本
人
女

性
が
高
山
病
に
な

っ
て
パ
ー
テ
ィ
ー
か
ら

一
日
遅
れ
た
く
ら
い
で
、
こ
れ
と
い
う
事

故
も
な
く
今
日
に
至

っ
て
い
る
。

今
回
、
日
本
人
で
た
だ

一
人

エ
ン
ト
リ

ー
し
て
い
る
佐
藤
文
昭
会
員
は
、
完
全
無

動
力

（完
全
人
力
）
で
富
士
登
山
を
行
い
、

富
士
山
ス
キ
ー
も
心
が
け
て
い
る
。
完
全

人
力
と
は
、
ガ
ソ
リ
ン
な
ど

エ
ネ
ル
ギ
ー

を
使
用
し
な
い
で
現
地
に
立
ち
、
登
山
を

し
て
下
山
後
も
自
転
車
で
戻
る
と
い
う
も

の
。
長
谷
川
カ
ッ
プ
七
〇
キ
ロ
レ
ー
ス
に

も
連
続
数
回
出
場
し
て
お
り
、
ま
さ
に
ス

ー
パ
ー
登
山
の
実
践
者
で
あ
る
。
還
暦
を

迎
え
、

エ
ポ

ツ
ク
と
し
て
の
エ
ベ
ン
ス

ト

・
マ
ラ
ソ
ン
参
加
で
あ
る
。
Ｊ
Ａ
Ｃ
隊

七
〇
年
の
エ
ベ
レ
ス
ト
登
山
で
亡
く
な

っ

た
朋
友
、
成
田
氏
を
偲
ぶ
思
い
を
込
め
て

自
ら
の
登
山
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

ヘ
の
完
成
に

力
を
入
れ
て
い
る
。

エ
ベ
ン
ス
ト

ヘ
の
挑
戦
記
録
は
年
々
更

新
さ
れ
て
い
る
。
最
高
齢
で
は
日
本
人
が

六
十
三
歳
で
登
頂
、
ア
メ
リ
カ
人
で
は
七

十
歳
で
登
頂
を
目
指
し
て
い
る
。
登
攀
時

間
短
縮
で
は
十
五
時
間
で
登
頂
を
目
指
す

シ
ェ
ル
パ
も
出
て
き
て
い
る
。
こ
う
し
た

こ
と
か
ら
も
、
人
間
能
力
の
可
能
性
追
求
、

つ
ま
り
い
か
に
酸
素
量
を
削
減
し
た
中
で

挑
戦
が
可
能
に
な
る
か
に
尽
き
る
。
五
〇

〇
〇
メ
ー
ト
ル
を
越
え
る
高
所
で
は
酸
素

が
半
減
す
る
こ
と
か
ら
く
る
挑
戦
で
あ
る
。

高
所
で
の
ト
レ
ー
ゴ
ン
グ
は
人
間
能
力
の

極
限
を
高
め
る
も
の
と
し
て
、
今
日
で
は

普
遍
化
さ
れ
た
シ
ス
テ
ム
で
あ
り
、
常
設

の
低
圧
―
低
酸
素
シ
ス
テ
ム
の
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
場
が
不
可
欠
に
な

っ
て
い
る
。

ス
ポ
ー
ツ
を
目
指
す
者
は
も
と
よ
り
、

二
十

一
世
紀
に
は
全
て
の
人
間
に
課
せ
ら

れ
た
課
題
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
酸
素
量
の

吸
収
が
少
な
い
こ
と
は
、
も
ち
ろ
ん
炭
酸

ガ
ス
の
排
出
規
制
に
つ
な
が
る
こ
と
で
あ

っ
て
、
先
の
地
球
サ
ミ
ッ
ト
で
日
本
人
は

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用
削
減
に
務
め
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
こ
と
が
公
約
化
さ
れ
て
い
る
。

人
間
個
々
人
の
呼
吸
量
に
対
し
て
の
削
減

努
力
指
標
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
こ

と
を
考
え
る
と
、
佐
藤
会
員
の
完
全
人
力

登
山
だ
け
に
限
ら
ず
、
日
常
生
活
で
の
人

間
の
合
理
化
指
標
が
求
め
ら
れ
て
き
て
い

い
は
ず
で
あ
る
。

二
十

一
世
紀
は
途
上
国
の
人
口
増
に
対

し
て
先
進
国
の
技
術
移
転
が
行
わ
れ
て
い

く
と
し
て
も
、
格
差
の
縮
小
ど
こ
ろ
か
拡

大
は
免
れ
そ
う
も
な
い
。
酸
素
は
地
球
上

「高所登山・体力と順化 (順応)に
関するアンケー ト」のお礼と発表

高所登山研究委員会理事。坂丼広志

この10年ほど、ヒマラヤでの高所登山が急

速にポピュラー化し、多 くのクライマーたち

が高所登山に出かける傾向が予想されます。

しかし厳しい高所登山は事故に至るケースが

多いのも現実です。今後、より合理的で安全

性の高い登山指針として、高所登山研究委員

会では高所登山経験者160名 に「高所登山・

体力と順応 (順化)に関するアンケート」を

行いました。

アンケート対象者は1990年以降に8000m
峰を登頂された方で、現在106名 の方々より

回答をいただきました。この貴重なデータは

担当の山本正嘉氏が整理を行っております。

このアンケー ト発表講演と、これからの

高所登山を展望する公開シンポジウムを11

月18日 (土 )、 都内で行う予定です。場所と

時刻は、次号 「山」で改めてお知らします。

なお、日本山岳会会員中のアンケート対象者

の皆さまからも多数の回答をいただきました。

紙面をお借りしてお礼申し上げます。

ノンストップ・チヤーター便でカトマンズヘ!

J4は諫%で飛ぶヒマラヤ

JALWAYS(ジャルウェイズ)は 日本航空をバッ

する国際線旅客チャーター便専門会社です。

[期間]① l1/3発 ②l1/10発 ③l1/17発 ④12/28発

二輸 大 臣奎録 一般旅 行業 490号/日本 旅行 業協会 正会員

〒105-0003港 区西 新橋 1-12-1(西 新橋 1森ビル )丁EL.03-3503-1911
大 阪806(6444)3033名 古 屋 8052(581)3211 福 岡8092(715)1557

印 月″り争グノ7J≒ど貿』|五釜″
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難
¨̈柵
一̈卿̈̈
　
短
歌

辮
辮
攀
聯
灘
難̈
¨̈一̈難
ｍ̈

モ
ロ
ッ
コ
の
ト
ウ
ブ
カ
ル
山
に
登
る

伊
佐
九
三
四
郎

ボ
ン
ジ

ュ
ー
ル
、
ム
ッ
シ
ュ
、
マ
ダ
ム
と

声
か
け
る
こ
こ
は
モ
ロ
ッ
コ
旧
フ
ラ
ン
ス

領天
を
支
ふ
る
ギ
リ
シ
ャ
神
話
の
山
な
れ
ば

肩
怒
ら
せ
る
ア
ト
ラ
ス
の
嶺

冬
富
士
を
思
は
す
る
風
突
き
ぬ
け
る
ト
ゥ

ブ
カ
ル
山
稜
し
ば
し
身
を
伏
す

雪
田
を
踏
み
し
め
て
立

つ
頂
に
サ
ハ
ラ
砂

漠
み
ゆ
想
ふ
こ
と
な
し

わ
ず
か
四
千
な
れ
ど
我
が
山
旅
の
一
頁
記

す
日
の
山
ト
ゥ
ブ
カ
ル
の
峰

登
頂
終
へ
祝
ひ
の
酒
も
心
地
佳
し
そ
の
夜

雪
あ
り
さ
ら
に
め
で
た
し

イ
メ
リ
ル
の
村
に
て
過
ご
す
夜
の
宴
友
の

作
れ
る
ソ
ー
メ
ン
の
よ
し

サ
ク
ラ
ン
ボ
、
ア
ー
モ
ン
ド
、
ク
ル
ミ
実

る
里
木
陰
に
ロ
バ
の
繋
が
れ
て
を
り

ユ
ー
カ
リ
の
並
本
の
道
を

一
筋
に
カ
サ
ブ

ラ
ン
カ
め
ざ
す
日
さ
ら
ば
モ
ロ
ッ
コ

の
無
償
の
も
の
で
は
な
く
、
有
償
か
つ
分

か
ち
あ
っ
て
利
用
し
て
い
く
こ
と
が
予
測

さ
れ
る
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
に
対
し
て
の

合
理
的
基
準
を
日
常
の
自
然
環
境
に
育
ま

れ
て
い
る
私
た
ち
は
、
考
え
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
か
と
思
う
。

三
一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
級
の
山南

川
金

一

北
ア
ル
プ
ス

・
北
仙
人
尾
根
の
坊
主
山

を
最
後
に
、
二

一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
級
の
九

十
五
山
を
登
り
終
え
た
。
こ
れ
で
二

一
〇

〇
メ
ー
ト
ル
以
上
の
五
百
山
を
登
り
終
え

た
こ
と
に
な
る
。

他
に
こ
の
ク
ラ
ス
の
あ
ま
り
登
ら
れ
て

い
な
い
山
を
あ
げ
れ
ば

（カ
ッ
コ
内
は
五

万
図
）
、
高
嵐
山

（槍

ヶ
岳
）
、
自
谷
山

（上
高
地
）
、
ア
カ
ン
ダ
ナ
山

（同
）
、
鎌

ヶ
峰

（乗
鞍
岳
）
、
入
山

（大
河
原
）
、
笹

山

（同
）
、
三
ノ
沢
山

（南
部
）
、
滝
ノ
沢

頭
山

（鰍
沢
）
、
黒
沢
山

（伊
那
）
、
南
自

山

（自
山
）
、
間
名
古
の
頭

（自
川
村
）
、
雨

降
山

（金
峰
山
）
、
高
薙
山

（隧
ケ
岳
）
、
四

郎
岳

（同
）
な
ど
で
あ
ろ
う
か
。

最
も
て
こ
ず

つ
た
の
は
坊
主
山
で
あ
る
。

残
雪
期
に
登
る
べ
き
山
で
あ
ろ
う
が
、
昭

和
の
初
め
頃
に
は
欅
平
か
ら
池
の
平
ま
で

北
仙
人
尾
根
の
稜
線
伝
い
に
切
り
開
き
が

あ

っ
た
と
冠
松
次
郎
氏
は
記
し
て
お
り
、

そ
の
痕
跡
を
た
ど

っ
て
み
る
の
も
面
白
い

だ
ろ
う
と
考
え
た
。
し
か
し
、
六
～
七
十

年
も
前
の
こ
と
と
あ

っ
て
は
そ
ん
な
も
の

が
残

っ
て
い
る
は
ず
も
な
く
、
稀
に
残
雪

期
に
入
る
登
山
者
と
動
物
に
よ
る
も
の
で

あ
ろ
う
、
途
切
れ
途
切
れ
の
微
か
な
踏
み

跡
を
認
め
る
の
み
で
あ

っ
た
。

一
度
は
欅
平
の
上
か
ら
取
り
付
い
て
み

た
が
、
藪
の
中
の
急
登
に
次
ぐ
急
登
で
途

中

に
は
テ
ン
ト
を
張
る
場
所
と
て
な
く
、

届
か
ず
に
退
却
、
次
に
は
池
の
平
か
ら
の

ア
タ
ッ
ク
と
し
た
。
冠
氏
は
池
の
平
か
ら

四
時
間
と
記
し
て
い
る
が
、
そ
れ
は
切
り

開
き
の
あ

っ
た
時
の
も
の
で
、
片
道
五
時

間
近
く
、
往
復
に
十
時
間
を
要
し
た
。
藪

を
か
き
分
け
て
立

っ
た
頂
上
に
は
、
思
い

が
け
な
く
も
ミ
ヤ

マ
ナ
デ
シ
ヨ
が
咲
き
、

剣
、
剣
北
方
稜
線
、
後
立
山
の
素
晴
ら
し

い
展
望
が
あ

っ
た
。

横
川
文
雄
先
生
の
思
い
出

岡
澤
祐
吉

去
る
四
月
十
三
日
、
ド
イ
ツ
語
版
山
岳

書
を
数
多
く
邦
訳
し
、
戦
後
の
若
い
登
山

愛
好
者
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
た
横
川
文
雄

先
生
が
亡
く
な

っ
た
。
本
会
会
員
で
な
か

っ
た
た
め
会
報
や

「山
岳
』
に
先
生
の
名

前
が
載
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
か

っ
た
。

二
十
数
年
前
に
図
書
委
員
会
主
催
の

「山

岳
図
書
を
語
る
タ
ベ
」
で
話
を
さ
れ
、
そ

の
様
子
を
筆
者
が
記
事
に
し
た
こ
と
が
あ

っ
た
の
で
、
こ
の
機
会
に
筆
者
の
知

っ
て

い
る
横
川
先
生
に
つ
い
て
、
少
し
書
か
せ

て
い
た
だ
こ
う
と
思
う
。

横
川
先
生
の
訳
さ
れ
た
本
は
、
ド
イ
ツ
、

オ
ー
ス
ト
リ
ア
、
ス
イ
ス
な
ど
の
著
名
な

登
山
家
や
山
岳
会
が
行

っ
た
登
攀
、
登
山

に
関
わ
る
ほ
と
ん
ど
の
本
に
及
ん
で
い
る
。

先
生
の
本
業
は
上
智
大
学
ド
イ
ツ
語
学
科

教
授
で
あ
り
、
ド
イ
ツ
語
学
科
長
と
し
て

の
責
任
も
あ

っ
た
た
め
、
登
山
を
積
極
的

に
な
さ
る
ほ
う
で
は
な
く
、
筆
者
が
お
宅

を
訪
ね
る
と
、
先
生
が
同
好
者
の
集
ま
り

の
世
話
役
だ

っ
た
こ
と
も
あ
り
、
山
の
話

よ
り
、
ド
イ
ツ
の
抒
情
詩
人
、
ア
イ
ヒ

ェ

ン
ド
ル
フ
の
話
に
及
ぶ
こ
と
が
多
か
っ
た
。

敬
虔
な
カ
ト
リ
ッ
ク
教
徒
で
も
あ

っ
た
の

で
、
先
生
の
話
の
な
か
に
は
何
回
と
な
く
、

神
様
が
お
許
し
に
な
る
だ
ろ
う
、
と
い
っ

た
よ
う
な
言
葉
が
出
て
き
た
。
ま
た
、
時

に
は
日
本
の
ド
イ
ツ
語
教
育
の
在
り
方
に

話
が
逸
れ
る
こ
と
も
あ

っ
た
。
そ
の
よ
う

な
話
の
な
か
で
、　
一
度
だ
け
日
本
山
岳
会

に
つ
い
て
、
愚
痴
と
も
と
れ
る
話
を
聞
い

た
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
は
日
本
に
近
代
ア

ル
ピ

ニ
ズ
ム
を
持
ち
込
ん
だ
本
会
の
人
々

が
、
早
い
時
期
に
日
本
の
山
小
屋
の
在
り

方
を
確
り
と
決
め
て
お
く

べ
き
だ

っ
た
、

と
い
う
点
に
つ
い
て
だ

っ
た
。
ド
イ
ツ
語

圏
の
山
岳
情
報
に
詳
し
い
先
生
の
記
憶
に
、

た
く
さ
ん
の
山
小
屋
を
経
営
す
る
各
国
山

岳
会
が
あ

っ
た
た
め
か
と
思
わ
れ
る
。

忙
し
い
本
業
の
合
間
の
山
岳
書
の
訳
業
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だ
っ
た
せ
い
も
あ
る
が
、
ご
本
人
の
言
葉

を
借
り
れ
ば
、
翻
訳
の
職
人
と
し
て
精
を

出
し
た
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
登
山
の
在

り
方
に
つ
い
て
は
強
い
主
張
を
持

っ
て
お

ら
れ
な
か
っ
た
よ
う
に
も
見
え
る
。
し
か

し
、
近
代
ア
ル
ピ
ニ
ズ
ム
を
日
本
に
取
り

入
れ
た
窓
日
の
日
本
山
岳
会
が
行
っ
た
マ

ナ
ス
ル
登
山
に
つ
い
て
、
な
に
が
し
か
の

抵
抗
が
あ
っ
た
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。
あ

れ
ほ
ど
Ｒ

ｏ
メ
ス
ナ
ー
の
本
を
数
多
く
意

欲
的
に
邦
訳
さ
れ
て
い
た
先
生
が
、
メ
ス

ナ
ー
の

『
マ
ナ
ス
ル
の
嵐
』
に
な
か
な
か

手
を

つ
け
な
い
た
め
、
筆
者
に
そ
の
役
が

回

っ
て
き
た
か
ら
で
も
あ
る
。

当
時
邦
訳
さ
れ
た

『
マ
ナ
ス
ル
の
嵐
』

に
つ
い
て
の
諸
紙

・
誌
の
評
者
の
メ
ス
ナ

ー
に
つ
い
て
の
扱
い
方
か
ら
、
い
か
に
日

本
の
登
山
者
が
メ
ス
ナ
ー
に
熱
い
目
を
注

い
で
い
た
か
が
分
か
る
が
、
こ
の
本
で
メ

ス
ナ
ー
は
大
き
な
遭
難
事
故
を
起
こ
し
た

韓
国
登
山
隊
の
様
子
と
並
べ
、
槙
隊
長
率

い
る
日
本
隊
の
初
登
頂
成
功
も
書
い
て
い

る
の
で
あ
る
。

た
だ
、
メ
ス
ナ
ー
の
マ
ナ
ス
ル
登
山
に

つ
い
て
は
、
カ
ト
マ
ン
ズ
に
四
十
年
以
上

住
ん
で
い
る
ア
メ
リ
カ
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス

ト
、
Ｅ

・
Ｈ

ａ
ｗ
ｌ

ｅ
ｙ
夫
人
が
最
近
、

『デ
イ

・
ア
ル
ペ
ン
』
の
編
集
者
に
語

っ

た
も
の
で
、
常
に
自
分
に
ス
ポ
ッ
ト
が
当

た
る
よ
う
振
る
舞
う
メ
ス
ナ
ー
の
や
り
方

の
始
ま
り
だ

っ
た
と
、
マ
ナ
ス
ル
か
ら
下

山
し
た
と
き
会

っ
た
彼
の
態
度
を
思
い
出

し
、
同
夫
人
が
非
難
し
て
い
る
部
分
を
読

ん
だ
か
ら
、
先
生
の
ご
遺
族
か
ら

「通
夜

並
び
に
葬
儀
は
故
人
の
希
望
で
、
家
族
の

み
に
て
相
営
み
ま
し
た
」
と
の
通
知
に
見

ら
れ
る
よ
う
な
、
先
生
の
姿
勢
と
異
な
る

も
の
が
あ
り
、
そ
の
辺
り
を
感
じ
取
ら
れ

た
か
ら
か
も
し
れ
な
い
。

前
記
Ｈ
夫
人
に
言
わ
せ
る
と
、
メ
ス
ナ

ー
の
八
千
メ
ー
ト
ル
峰
十
四
座
登
頂
は

「愚
か
な
山
頂
集
め
」
と

の
こ
と
だ
が
、

あ
の
日
本
人
と
そ
う
変
わ
ら
な

い
体
で
、

難
壁
を
攀
じ
、
八
千
メ
ー
ト
ル
峰
に
次
々

と
ア
ル
パ
イ
ン
ス
タ
イ
ル
で
登
頂
す
る
メ

ス
ナ
ー
に
共
鳴
し
、
そ
れ
こ
そ
熟
練
し
た

職
人
技
で
彼
の
本
を
訳
さ
れ
た
横
川
先
生

に
し
て
も
、
ガ
ー
ル
フ
レ
ン
ド
と
過
ご
し

た
キ
ヤ
ン
プ
か
ら
チ

ョ
モ
ラ
ン
マ
に
向
か

っ
た
メ
ス
ナ
ー
に
素
直
に
共
鳴
で
き
な
い

も
の
が
あ

っ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
推
測

さ
れ
る
の
で
あ
る
。

か
つ
て
、
先
に
天
国
に
召
さ
れ
た
奥
様

を
悼
み
弔
問
し
た
筆
者
は
、
奥
様
の
遺
影

に
向
か
っ
て
旧
約
聖
書
の

一
節
を
読
ま
せ

て
い
た
だ
い
た
が
、
筆
者
を
見
る
先
生
の

眼
に
思
い
が
け
ぬ
も
の
を
見
た
驚
き
の
よ

う
な
も
の
を
認
め
、
著
名
な
ア
ル
ピ

ニ
ス

ト
だ

つ
た
ア
キ
レ

ニ
フ
ツ
テ
イ

（法
王
ピ

オ
測
世
）
の

「わ
れ
わ
れ
の
魂
は
軽
々
と
、

神

へ
、
創
造
者

へ
、
自
然
の
主

へ
と
飛
ん

で
ゆ
く
」
と
の
言
葉
を
思

い
浮
か
べ
た
。

「山
に
向
か

っ
て
目
を
上
げ
る
。
わ
が
助

け
は
、
ど
こ
か
ら
来
る
の
で
あ
ろ
う
か
。」

と
旧
約
聖
書
に
あ
る
が
、
パ
ウ
ロ
三
木

・

横
川
文
雄
先
生
は
愛
す
る
奥
様
の
待

つ
天

国
に
帰
ら
れ
た
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
だ

ろ

つヽ
。

山岳博物館散歩・・・・・6

秩父宮記念

スポーツ

博物館

当館は日本で唯

一の総合スポーツ

博物館として1959

年 1月 (昭和34年) 山岳関係の展示品

に設立されました。東京・千駄ヶ谷の

国立競技場の中にあり、山岳関係だけ

ではなく、近代スポーツの歴史が一日

で理解できるように構成しています。

山岳関係では、昭和11年のナンダコ

ット登頂のピッケル、マナスル初登頂

のピッケルをはじめとした資料、そし

て秩父宮殿下が使用した登山用具など

を日本山岳会等 との協力により展示。

日本のスポーツ史に欠かせない資料を

ご覧いただけます。

山岳以外には、第一回から現在まで

のオリンピックの歴史、近代スポーツ

が移入された明治時代からの用具用品、

記念品などを紹介。

千駄ヶ谷周辺は、国立競技場、東京

体育館、神宮球場、そして神宮プール

など明治神宮外苑のスポーツスポット

として楽しめるだけでなく、緑も多く、

スポーツ博物館を拠点として散策でき

る場所でもあります。行事がない場合

は国立競技場も見学できます。スポー

ツ専門の図書室も併設しています。

秩父宮記念スポーツ博物館

開館時間 9:30～ 16:30
入館料金 一般=150円

高校生以下=50円
休  館 第 2、 第 4火曜日 (図書室

は土日祝日)

交通機関 JR千駄 ヶ谷駅・信濃町駅

下車5分 都営地下鉄 「大

江戸線」国立競技場駅すぐ

問い合わせ 〒160-0013 新宿区

霞岳町10 日本体育・ 学

校健康センター

電i言舌 03-3403-1159
Fax 03-3403-‐ 7764
http:/Ⅶ剛nよ。殷.jp

'34ペ

日ll黒‖力1らキ:lマンジャロ、マ1ソタ"ホ Iしンまで
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twenty tons of equipment,
baggage and stores. Pack arrimals,
mostly yaks, \ rere used across the
plain and up the slopes as far as
the glacier. Beyond that point the
work was done by fifty porters,
men from the native State of
Natal, whose splendid strength
and endurance hold out the hope
of establishing camp at a still
greater height.

Other things besides time,
money and executive ability were
demanded of the expedition; the
utmost quality of the climbers, for
instance. Perfect physical
condition is, of course, essential
for under the most favorable
conditions the strain of effort in
those awful altitudes is such that
nomal fitness is not regained for
months after the ordeal. Good
heart and lungs are the most
important prerequisites. Even
perfect organs would not avail
without long mountaineering
experience. The men were picked
on their Alpine records, not so
much on the written record of so
many feet climbed in so many so
hours as on the reputations that
grow up through the gossip of
mountaineers: that so-and-so is a
feaffiil fellow to keep up with that
another is fast and sure and never
tires. They had need for every bit
of their skill, experience and
strength in this struggle.

Perpendicular travel is slow
at best, but on the higher slopes of
Everest it slowed dourn to 330 feet
an hour-about the length of a
short city block, the distance that
a good runner can make in ten
seconds. Twenty-nine thousand
feet of that is no week-end sport.

For instance, ro mountaineer
experiences vertigo. He wouldn't
be one long if he did. The reason
the untrained mortal feels dizzy,
on the brink of a thousand-foot
d"op is that his eyes find nothing
to rest on. The mountaineer's eye
is trained to vast spaces all about,
and particularly beneath him.
There is rarely a vertical wall to
be climbed. Almost always there is
a slight slope, and here a few
degrees mean everything to the
eye. Mr. Mallory says that
personally he can use with
equarrimity at the sky end of a few
thousand feet of cliff or ice wall
any footiog that would serye him
on lower levels.

Here is useful hint for incipient
mountaineers upon conduct during
an avalanche, or rather in an
avalanche. If it is of rocks and ice,
the affair must be left almost
entirely to the avalanche itself. Its
constituent parts bounce. You are
aU right unless you conflict with a
trajectory. There is little chance of
dodgng. Snow is another matter.
Its tendency is to pull you under
and erush or suffocate you. The
point of endeavor is to stay on the
surface and to keep your arms up
above your head. In the avalanche,
which killed seven porters and
halt€d his own attempt to reach the
summit, 1\[r. Mallory found himself
"swimming on his back." At the end
the snow packed in such a way as
to push him and others to the
surface, instead of dragging them
down.

" It's easy enough to breathe,"
he explained, " and while you keep
perfectly still you feel aU right. But
when you try to move, you have a
bad time getting started. Then you
have to pump so hard to keep going
that you wear yourself out. When I
came back from the e4pedition, the
muscles of my diaphragm were
tremendously developed just from
breathing." ( N.B. Why wouldn't
breathing rarefied air be splendid
training for opera singers? )

Oxygen, inhaled in small
doses, will keep you from fueezing
to death. This fact a part of the
expedition discovered during one
night spent 25,500 feet above sea
level, in the gnp of a furious storm.
The insane wind threatened every
minute to sweep them and their
tiny tent off the slope, and the cold
gnpped them with fatal creeping
numbness, in spite of their heavy
woolen clothing, wind-proofed and
electrically heated. Hot drinks were
impossible, because the water
boiled at such a ridiculously low
temperature. Alcohol was a
dangerous stimulant, from the
point of view of altitude, not
morals. Oxygen was the last
chance and the first wtriffs brought
the tingle of returning life.

"Climbing in the Alps," said
IVIr. Mallory, "is wonderfully exhila-
rating, but scientists say that,
above 18,000 feet, altitude is
physically and mentally
depressing. Your perceptions are
all slowed down. For instance,
toward the end, we were making

only 330 feet an hour. In the Alps
we would have been going at four
times that rate, yet I didn't reahze
that we were climbing slowly."

Hope of ultimately reaching
the very top of Everest depends
largely on the increased use of
o>(ygen and the establishment of a
camp at 27,000 feet. One scientist
told Mr. Mallory that they should
remain at that altitude for as many
as five days, since acclimatization
would greatly lessen the strain of
exertion. The chief obstacles to this
scheme are that every day of good
weather must be used, and the
difficulty of findin g a possible
camping place. There are no levels
or adequate shelters. This makes it
almost impossible to sleep and very
hard to secure a tent. Some one has
suggested that they blast a shelter
out of the mountain side.

If a returned explorer is
properly polite and becomingly
modest, his manner will grve you
the impression that he has done
nothing that any earnest and
industrious young man might not
get up and do. For instance, Mr.
Mallory will tell you that his real
job is teaching English literature
and history at the Charter House
School for boys. He was in the habit
of spending every August in the
Alps, and when he was asked to go
with the Everest expedition, he
thought he'd do it " for a change."
His chief interest is in writing, and
he had a book on Boswell published
a few years go. He could tell you a
lot about Boswell if you weren't so
obviously interested in mountains.

Be not beguiled. O armchair
explorer! Stick to the comparative
security of your subway strap. For
this quiet young man's casual
comment raises the ghost of such a
tremendous adventure as the
fireside mind can scarce conceive;
of crawling along knife edges in the
teeth of a bitter wind; of chopping
footholds up the face of a wall of
ice; of moving on where each step
may very reasonably be expected to
be the last, and yet taking that
step, and the next, and the next
after that ; of pushing up and up in
spite of fuozen fingers and toes, in
spite of laboring heart and bursting
lungs, until death is certain just
ahead and then turning back just
as steadily, to wait for the next
opportr-rnity.

(16)
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マロリーの言葉をめぐる

星野修二氏へのお答え

本多勝―

4月号の星野修二氏の「ぜひマロ

リーの原文を」にお答えします。

本誌の性格からしても、確かに翻

訳よりは原文をそのまま掲載するほ

うがよいと思われますから、編集人

のご了承があればそうしましょう。

著作権の期限も切れていますし。
つぎに、あるいは星野氏に誤解が

あるかもしれない点に触れておきま

す。マロリーの言葉が「哲学的真理」

を含んでいようと、「軽く主題をはず
して」答えたものであろうと、私の

主張には関係のないことであります。

すなわち、私が問題にしているのは、
マロリー自身の側ではなくて、マロ

リーを解釈する側だからです。未踏
の世界最高峰や人類初の南極点をめ

ざす精神と、何万回目の槍ヶ岳をめ

ざす 「百名山めぐり」等の人々の気

持ちとが同じではありえないという、

単純といえば単純な主張にすぎませ

ん。

編集委員会注・マロリーに関する原

文は以下に掲載しています。

1923年 3月 18日付「ニューヨークタイムス」より

cLJMBIINIG MOUNTEVEREST
IS wORIKI FOR SUPERコ ツIEIN「

A Member of Forr-rler Expeditions Tells of the Dfficulties
Inuolued in Reaching tlrc Top-Hope of Winnirtg in 1924 by

Establishm,ent of Base Camps on a Hi,gller l-,euel.

'TYlfY did you want to climb
Mount Everest?" This question
was asked of George Leigh
Mallory, who was with both
expeditions toward the summit of
the world's highest mountain, in
lg2J.:arrd L922, and who is now in
New York. He Plans to go again in
L924, and he gave as the reason
for persisting in these repeated
attempts to reach the top,
"Because It's there." "But hadn't
the expedition valuable scientific
results?"

"Yes. The first expedition
made a geological sunrey that was
very valuable, and both
expeditions made observations
and collected specimens, both
geological and botanical. The
geologists want a stone from the
top of Everest. That will decide
whether it is the top or the bottom
of a fold. But these things are
byproducts. Do you think
Shackelton went to the South Pole
to make scientific obsenrations?
He used the obsenrations he did
make to help finance the next trip.
Sometimes science is the excuse
for exploration. I think it is rarely
the reason.

"Everest is the highest moun-
tain in the world, and no man has
reached its summit. Its existence is
a challenge. The answer is
instinctive, a part, I suppose, of
man's desire to conquer the
universe."

This is pr-rre romance, call it
what else you will, and every man
recognizes its touch. It leads into
jungles and over deep waters and
up through the high thin reaches of
the air. Its glamorous trail goes
through the doors of moving
picture houses and up one flight to
the chop suey restaurant. It
beckons to all that is strange. It is
inherent in the "dares" of
childhood. It makes the timid boy
dive from the pierhead, and it sent
the British Royal Geographical
Society's and the Alpine Club's
expedition nearer the sky than any
man had climbed before without
taking trnto himself wings.

The first expedition sent out
by the Royal C'eographical Society
and the Alpine Club cost S6,000
and only got as high as 21,000 feet.
The second attempt cost €11,000
and reached 27 ,235 feet. That
leaves 1,700 feet to go, and there is

no telling how much it will cost to
make the last spurt. Moreover, it
takes a long time to reach the place
where climbing begins, for not even
Los Angeles claims the tallest
mountain for America, and Everest
towers among the Himalayas. The
last stage of the journey is a five
weeks' tramp across the Tibetan
plains from Darjeeling, mile after
mile of bare earth and rock, with
meager patches of dried growth in
the lee of a ledge or in a slight
depression, showing where a little
moisture collected in the Spring
and Summer. The pack animals
live on this poor fare. The human
natives, whom IVIr. Mallory believes
to be the least virile of the Mongols,
pushed into this desolate corner by
their stronger kin, fare hardly
better on tsamfa, a coarse sort of
barley meal.

Plans for assault on Everest
are laid as carefully as for a
military campaign. That, aside
from the grit and stamina of the
climbers, is the most important
factor for success. The lack of a
cooking pot, an oxygen tank, a
canteen or a rope, at the right spot
at the right moment, EBy doom the
expedition. The party was able to
go as high as they did by the
establishment of a succession of
base camps, the highest being at
21,000 feet. This meant that each
camp must have supplies sufficient
not only for the climbers, but also
for the porters, who were to carry
the equipment necessary to make
the next camp. In all, the
expedition carried something over

(17)
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関
西
学
院
大
学
山
岳
部

八
十
年
史
編
集
委
員
会

・
編

『
Ｄ

Ａ

Ｓ

　

Ｅ

Ｄ

Ｅ

Ｌ

Ｗ

Ｅ

Ｉ

Ｓ

Ｓ

』

（第
十
七
号
　
山
岳
部
八
十
年
史
）

関
西
学
院
大
学
山
岳
部
の
年
報

「
エ
ー

デ
ル
ワ
イ
ス
」
の
第
十
七
号
が
発
刊
さ
れ

た
。
前
号
の
発
行
か
ら
約
二
十
年
ぶ
り
の

発
刊
で
あ
る
。

発
端
は
本
会
の
第
二
十
回
山
岳
史
懇
談

会

（
一
九
九
二
年
）
に
お
い
て
、
関
学
山

岳
部
七
十
年
の
歩
み
を
語

っ
て
も
ら

っ
た

こ
と
に
あ

っ
た
。
関
学
山
岳
会
で
は
た
だ

ち

に

「七
十
年
史
」

の
編
纂
を
企
画
し
、

そ
の
準
備
を
す
す
め
て
い
た
と
こ
ろ
阪
神

大
震
災

の
発
生
で
中
断
、
今
回
改
め
て

「八
十
年
史
」
と
し
て
編
集
発
刊
し
た
も

の
で
あ
る
。

関
学
山
岳
部

の
創
設
は

一
九
二
〇
年

（大
正
九
）
、
そ
し
て
部
報
の
発
行
は

一
九

二
八
年

（昭
和
三
）
に
揺
藍
の
地
に
ち
な

ん
で

「六
甲
」
と

い
う
部
誌
名
で
創
刊
、

第
二
号
か
ら
現
在
の
誌
名
で
発
行
を
続
け

て
い
る
。

本
記
念
号
の
内
容
を
見
る
と
、
ま
ず
山

岳
部
八
十
年
の
歩
み
を
部
の
創
設
か
ら
現

在
ま
で
を
七
期
に
区
分
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の

期
ご
と
に
部
の
活
動
の
変
遷
を
述
べ
て
い

る
。
さ
ら
に
活
動
の
舞
台
と
な

っ
た
国
内

の
山
々
を

「後
立
山
」

「剣
岳
」

「穂
高

岳

・
槍
ヶ
岳

・
笠
ヶ
岳
」
の
三
つ
の
山
域

に
大
別
し
、
他
に

「忘
れ
が
た
き
山
々
」

を
加
え
、
部
が
そ
こ
で
展
開
し
た
八
十
年

の
活
動
の
歩
み
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

ま
た
海
外
の
活
動
に
つ
い
て
は
二
章
を

設
け
、
「海
外
遠
征
」
の
章
で
は
主
と
し

て
部

の
遠
征
の
歩
み
を
中
心
に
概
説
し
、

「海
外
登
山
」
の
章
で
は
個
人
及
び
グ
ル

ー
プ
で
の
記
録
、
紀
行
を
収
め
て
い
る
。

こ
の
他
部
の
指
導
、
遭
難
対
策
関
係
の

も
の
と
し
て

「山
岳
部
長
座
談
会
」
、
「遭

難
を
廻

っ
て
」

の
掲
載
が
あ
り
、
別

に

「ト
ピ
ッ
ク
ス
」
、
追
悼
の
記
事
を
加
え
て

い
る
。

本
号
の
記
録
か
ら
関
学
山
岳
部
八
十
年

の
活
動
の
変
遷
を
見
る
と
、
国
内
で
は
槍
、

穂
高
よ
り
も
後
立
山
連
峰
や
剣
に
、
ま
た

海
外
で
は
ヒ
マ
ラ
ヤ
よ
り
も
南
米

・
ア
ン

デ
ス
、
そ
の
他
の
地
域
に
よ
り
深
い
足
跡

を
刻
ん
で
い
る
の
を
読
み
取
る
こ
と
が
で

き
る
。
山
登
り
の
盛
ん
な
神
戸

・
六
甲
と

い
う
背
景
か
ら
生
ま
れ
た
山
岳
部
だ
け
に
、

そ
の
八
十
年
の
歩
み
の
中
に
、
独
自
の
カ

ラ
ー
を
伝
え
て
い
る
。

ま
た
本
号
が
Ａ
４
判
と
部
報
と
し
て
は

大
型
で
あ
る
が
、
使
用
し
て
い
る
写
真
、

地
図
な
ど
い
ず
れ
も
記
念
号
に
ふ
さ
わ
し

い
効
果
を
あ
げ
て
い
る
。
　

（松
家
　
晋
）

二
〇
〇
〇
年

一
月
　
関
西
学
院
大
学
山

岳
会
発
行
　
二
九
六
ペ
ー
ジ
　
非
売
品

新
妻
喜
永

・
著

『花
の
山
旅

ｏ
八
ヶ
岳
』

山
歩
き
の
楽
し
み
の

一
つ
は
美
し
い
花

に
出
あ
え
る
こ
と
。
多
く
の
花
と
接
す
る

う
ち
に
や
が
て
そ
の
名
前
を
覚
え
た
く
な

る
が
、
な
か
な
か
頭
に
入
ら
な
い
の
が
悩

み
の
種
だ
。
花
に
関
す
る
図
鑑

・
写
真
集

の
類
は
枚
挙
に
い
と
ま
が
な
い
が
、
カ
タ

カ
ナ
の
羅
列
が
多
く
、
見
た
と
き
は
ナ
ル

ホ
ド
と
納
得
し
て
も
、　
一
過
性
に
終
わ

っ

て
も
ど
か
し
い
。
し
か
し
こ
れ
に
漢
字
を

当
て
は
め
る
と
、
ぐ

っ
と
近
し
い
も
の
に

な

っ
て
く
る
か
ら
不
思
議
だ
。
マ
ル
バ
ダ

ケ
ブ
キ
が
丸
葉
岳
蕗
な
ら
お
お
よ
そ
の
姿

形
も
想
像
で
き
よ
う
と
い
う
も
の
で
、
そ

れ
に
覚
え
や
す
い
。
漢
字
の
重
視
は
拍
手

図 書 紹 介

イラスト 蜂谷益雄

今
年
も

ゃ
√
Ｌ
ＥＷ
Ｌ

で
会

い
ま
し
よ
う

を
も

つ
て
歓
迎
し
た
い
。

本
書
の
ユ
ニ
ー
ク
な
点
は
他
に
も
あ
る
。

そ
れ
は
撮
影
に
ま
つ
わ
る
花
紀
行
と
、
い

く
つ
か
の
花
を
対
比
し
て
述
べ
た
花
合
戦

の
二
種
の
エ
ッ
セ
イ
群
で
、
こ
れ
が
ま
た

楽
し
い
。

さ
ら
に
荒
々
し
い
八
ヶ
岳
の
魅
力
を
余

す
と
こ
ろ
な
く
活
写
し
た
モ
ノ
ク
ロ
ー
ム

と
、
優
し
く
あ
る
い
は
雄
大
な
魅
力
を
伝

え
る
カ
ラ
ー
の
写
真
に
よ

っ
て
、
八
ヶ
岳

の
全
体
像
が
語
ら
れ
て
い
る
。

索
引
に
見
る
漢
字
表
記
の
も
の
は
エ
ッ
　

＞８

セ
イ
の
部
分
に
、
片
仮
名
表
記
は
写
真
で
　
は

紹
介
さ
れ
た
も
の
と
い
う
配
慮
も
心
憎
い
。

著
者
が
撮
り
そ
び
れ
た
と
い
う
八
ヶ
岳
金

鳳
花
は
漢
字
だ
け
で
あ
る
。
そ
の
理
由
は

エ
ッ
セ
イ
を
読
め
ば
わ
か
る
の
だ
が
、
次

の
機
会
に
は
ぜ
ひ
お
目
に
か
か
り
た
い
と

期
待
を
抱
か
せ
る
。
　
　
　
（泉
　
久
恵
）

二
〇
〇
〇
年
五
月
　
実
業
之
日
本
社
発

行
　
一
〓
三

ペ
ー
ジ
　
一
一千
円

同
人
シ
ル
バ
ー
タ
ー
ト
ル
ｏ
編

『夢
　
時
を
越
え
て
』

熟
年
登
山
家
の
夢
が

一
つ
の
形
に
結
晶

し
た
。
そ
ん
な
リ
ポ
ー
ト
で
あ
る
。
今
年

は
エ
ベ
レ
ス
ト
が

一
層
加
熱
し
て
い
る
。
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目

圏

団

七
月
理
事
会

日
時
　
七
月
十
二
日
　
十
八
時
三
十
分
～

二
十

一
時

場
所
　
日
本
山
岳
会
会
議
室

［出
席
者
］
大
塚
会
長
、
小
倉
、
大
森
、
竹

内
各
副
会
長
、
西
村
、
村
井

（龍
）
、
宮
崎
、

高
原
、
宮
下
、
鯵
坂
、
増
山
、
坂
井
、
松

原
、
河
西
各
理
事
、
神
崎
監
事
、
平
山
、

平
野
、
中
川
、
吉
永
各
常
任
評
議
員

［委
任
］
森
、
勝
山
、
村
井

（葵
）
、
坂
本

各
理
事
、
中
村
監
事
、
田
邊
常
任
評
議
員

［オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
］
日
向

（北
九
州
支
部

発
起
人
の

一
人
）

【審
議
事
項
】

一
、
平
成
十
二
、
十
三
年
度
秩
父
宮
記
念

山
岳
賞
審
査
委
員
の
委
嘱

（竹
内
副
会
長
）

候
補
者
リ
ス
ト
に
よ
り
討
議

の
結
果
、

村
木
潤
次
郎
、
斎
藤
惇
生
、
小
田
稔
、
本

下
是
雄
、
松
浦
祥
次
郎
、
山
口
峯
生
、
平

山
善
吉
、
小
倉
茂
暉
、
大
森
薫
雄
、
竹
内

哲
夫
、
西
村
政
晃
に
委
嘱
。
　

　

（承
認
）

二
、
北
九
州
支
部
の
設
立

（西
村
）

七
月

一
日
付
で
北
九
州
支
部
発
起
人

一

同
よ
り

「支
部
設
立
並
び
に
運
営
に
関
す

る
規
定
」
第
四
条
に
よ
る
必
要
書
類
を
添

え
て
了
解
願
い
が
出
さ
れ
た
。
　

（了
解
）

三
、
ネ
パ
ー
ル
植
林
継
続
に
関
す
る
補
助

に
つ
い
て

（河
西
）

自
然
保
護
委
員
会
よ
り
別
添
え
資
料
に

よ
り
補
助
金
申
請

（五
十
万
円
）
が
あ
り
、

今
年
度
に
限
り
四
十
万
円
の
補
助
を
行
う
。

来
年
度
以
降
の
予
算
計
上
は
し
な
い
。
ま

た
来
年
度
の
植
林
継
続
の
計
画
書
を
再
提

出
す
る
こ
と
を
条
件
に
、
今
回
は

「そ
の

他
事
業
費
」
よ
り
拠
出
す
る
。
　

（承
認
）

今
後
の
事
業
展
開
に
は
①
補
助
金
援
助

は
長
期
保
証
が
な
い
場
合
が
ほ
と
ん
ど
で

あ
り
、
②
海
外
の
場
合
は
現
地
の
人
た
ち

に
事
業
の
継
承
を
移
行
し
て
い
く
た
め
の

カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
が
必
要
、
の
意
見
を
確
認
。

四
、
「山
岳
会
の
森
」
構
想
に
関
す
る
外
郭

団
体

へ
の
補
助
金
申
請

（河
西
）

日
本
の
山
の
自
然
復
元
を
目
指
す

「山

岳
会
の
森
」
構
想
に
適
し
た
候
補
地
と
し

て
、
林
野
庁
管
理
の
高
尾
山
周
辺
の
二
五

ヘ
ク
タ
ー
ル
の
山
林
が
あ
る
。
こ
の
土
地

の
利
用
を
認
め
て
も
ら
い
（
「小
下
沢
風
景

林
の
森
づ
く
り
活
動
」
の
実
施
に
か
か
わ

る
協
定
書
の
締
結
に
よ
る
）
、
活
動
に
対

す
る
補
助
金
申
請

（三
百
万
円
）
を
ω
国

土
緑
化
推
進
機
構
に
対
し
て
行
う
。
協
定

書
の
内
容
は
厳
し
い
が
、
運
用
面
で
緩
や

か
な
解
釈
が
と
ら
れ
て
い
る
。
　

（承
認
）

五
、
富
山
県
の
写
真
使
用
願
い
　

（西
村
）

室
堂
立
山
自
然
保
護
セ
ン
タ
ー
の
展
示

パ
ネ
ル
の
参
考
資
料
と
し
て
ウ

エ
ス
ト
ン

夫
妻
の
写
真
の
使
用
許
可
願
い
。
（承
認
）

【報
告
事
項
】

一
、
エ
ベ
レ
ス
ト
登
頂
記
念
行
事

（西
村
）

晩
餐
会
当
日
実
施
予
定
の
記
念
行
事
の

担
当
メ
ン
バ
ー
は
坂
井
理
事
、
そ
の
他
数

名

（三
隊
の
元
隊
員
）
で
構
成
。
九
月
に

は
企
画
の
概
要
を
決
め
た
い
。

二
、
審
議
事
項
の
簡
略
化

（大
塚
会
長
）

審
議
事
項
の
う
ち
、
当
会
所
有
の
図
書
、

写
真
、
資
料
な
ど
の
使
用
許
可
願
い
な
ど

に
つ
い
て
は
、
総
務
担
当
理
事
に
判
断
を

委
ね
る
。
た
だ
し
金
銭
の
絡
む
も
の
、
重

要
事
項
と
判
断
さ
れ
る
も
の
は
従
来
ど
お

り
審
議
事
項
と
す
る
。
Ｊ
Ａ
Ｃ
の
あ
り
方
、

百
周
年
に
向
け
て
と
い
っ
た
テ
ー
マ
を
設

0願四擬鶏0
美しい秋の上高地

管理人 木村太郎・弥生

「今
年

の
紅
葉
は

い
つ
頃
で
し
ょ
う

か
？
」
九
月
に
な
る
と
よ
く
耳
に
す
る

質
問
で
す
。
し
か
し
、
紅
葉
の
タ
イ
ミ

ン
グ
は
い
ろ
い
ろ
な
要
素
が
絡
み
合

っ

て
決
ま
る
も
の
で
、
こ
れ
ば

っ
か
り
は

上
高
地
新
入
り
の
私
た
ち
に
は
予
測
で

き
ま
せ
ん
。
十
月
初
旬
か
ら
中
旬
に
か

け
て
が
紅
葉
の
時
期
と
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
秋
回
の
冷
え
込
み
、
降
水
量
な
ど

で
随
分
変
動
し
ま
す
。

と
き
ど
き
、
上
高
地
に
何
十
年
も
い

る
先
輩
方
に
同
じ
よ
う
な
質
問
を
し
て

み
る
の
で
す
が
、
紅
葉
が
期
待
で
き
る

か
否
は
推
測
し
て
い
た
だ
け
て
も
、
な

か
な
か
そ
の
時
期
を
ピ
タ
リ
と
答
え
て

は
も
ら
え
ま
せ
ん
。
紅
葉
は
自
然
ま
か

せ
、
人
間
が
そ
の
時
期
を
ピ
タ
リ
と
当

て
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
ら
し
い
。
そ

こ
が
ま
た
面
白
い
と
こ
ろ
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

十
月
に
入
る
と
上
高
地
は
朝
の
最
低

気
温
が
氷
点
下
、
な
ん
て
こ
と
も
珍
し

く
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
そ
ん
な
季

節
だ
か
ら
こ
そ
見
る
こ
と
が
で
き
る
自

然
美
が
あ
り
ま
す
。
ま
だ
上
高
地
の
谷

間
に
陽
が
入
ら
な
い
早
朝
、
空
気
中
の

水
分
が
凍
り
つ
き
、
上
高
地
の
本
々
に

そ
れ
は
も
う
見
事
な
霧
氷
の
花
を
咲
か

せ
ま
す
。
朝
日
を
浴
び
た
瞬
間
の
さ
れ

い
な
こ
と
、
言
葉
で
は
言
い
表
せ
な
い

ほ
ど
で
す
。
そ
し
て
そ
の
氷
が
太
陽
の

熱
に
よ

っ
て
融
け
る
と
き
、
サ
ラ
サ
ラ

と
い
う
微
か
な
音
が
聞
こ
え
る
の
も
こ

の
時
期
な
ら
で
は
の
こ
と
。

夏
の
上
高
地
と
は
違
う

一
面
を
見
せ

て
く
れ
る
こ
の
季
節
。
冬
に
向
か
う
寂

し
さ
は
あ
り
ま
す
が
、
冬
支
度
を
始
め

た
本
々
の
間
を
ぬ
っ
て
徳
沢
辺
り
ま
で

歩
く
と
、
自
然
が
見
せ
て
く
れ
る
小
さ

な
シ
ョ
ウ
を
堪
能
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

(20)
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け
て
時
間
を
有
効
に
使
い
た
い
。

三
、
委
員
会
報
告

総
務
委
員
会

ｏ
高
原

委
員
会
、
同
好
会
連
絡
会
議
を
六
月
二

十
六
日
、
会
議
室
で
開
催
。
同
期
会
が
発

足
し
て
十
年
近
く
経
過
し
、
そ
の
あ
り
方

が
話
し
合
わ
れ
た
。

財
務
委
員
会

・
村
井

（龍
）

今
月
度
の
会
計
報
告
。

財
務

ｏ
図
書
管
理
小
委
員
会

ｏ
村
井
（龍
）

①
六
月
二
十

一
日
、
北
海
道
支
部
へ
重
複

本

（和
書
二
百
十
三
冊
、
洋
書
百
十
二
冊
）

を
寄
託
発
送
し
た
。

②
図
書
室
で
使
用
中
の
パ
ソ
コ
ン
を
リ
ー

ス
満
了
に
よ
り
新
機
種
に
変
更
す
る
。

ア
ル
バ
ー
タ
二
〇
〇
〇
実
行
委

・
増
山

①
六
月
二
十
八
日
、
カ
ナ
ダ
大
使
主
催
の

登
山
隊
歓
送
会
が
開
か
れ
、
大
森
実
行
委

員
長
、
熊
崎
、
竹
内
な
ど
が
出
席
し
た
。

②
募
金
状
況
は
百
五
十
二
名
、
二
百
四
十

二
万
円
。

海
外
連
絡
委
員
会

・
増
山

カ
ザ
フ
ス
タ
ン
登
山
協
会
の
招
待
受
け

入
れ
は
、
宮
崎
、
松
原
の
二
名
を
派
遣
す

る
こ
と
を
先
方
に
通
知
。
ア
ラ
ト
ウ
山
脈

の
訓
練
キ
ヤ
ン
プ
地
や
天
山
山
脈
の
山
や

ル
ー
ト
な
ど
に
関
す
る
提
案
が
寄
せ
ら
れ

て
い
る
。

ミ
ニ
水
力
発
電
実
行
委

ｏ
小
倉
副
会
長

①
取
水
口
に
枯
葉
が
詰
ま
る
な
ど
は
導
水

管
の
改
良
で
、
六
〇
〇
～
七
〇
〇
Ｗ
／
ｈ

の
安
定
し
た
発
電
が
可
能
に
な
っ
た
。

②
七
月
中
旬
、
負
荷
実
験

（生
ゴ
ミ
処
理
、

資
料
室
の
一
部
送
電
）
を
予
定
し
て
い
る
。

山
研
運
営
委
員
会

・
小
倉
副
会
長

①
ア
ル
パ
イ
ン
ス
ケ
ツ
チ
ク
ラ
ブ
と
共
催

の

「山
の
ス
ケ
ッ
チ
展
」
は
七
月
九
日
終

了
、
十
七
日
～
二
十
七
日
資
料
委
員
会
と

共
催
で
本
会
所
蔵

「山
岳
絵
画
特
別
展
」

を
開
催
す
る
。
石
川
支
部
主
催
の

「仮
称

石
川
の
山
」
展
を
三
十

一
日
よ
り
九
月
二

日
ま
で
開
催
予
定
。

②
六
月
の
利
用
者
は
百
人

（累
計
二
百
五

十
二
人
）
と
昨
年
、　
一
昨
年
よ
り
大
幅
に

増
加
し
て
い
る
。

科
学
委
員
会

・
西
村

第
十

一
次
マ
ツ
キ
ン
リ
ー
気
象
観
測
機

器
設
置
登
山
隊
の
大
蔵
隊
長
よ
り
、
六
月

二
十

一
日
隊
員
十
名
全
員
登
頂
、
う
ち
二

名
が
軽
度
の
凍
傷
に
か
か
り
現
在
治
療
中

の
報
告
が
あ
っ
た
。

海
外
登
山
基
金
委
員
会

ｏ
坂
井

今
年
度
の
募
集
要
項
を
作
成
中
。
昨
年

度
の
信
州
大
隊

（ガ
ネ
ッ
シ
ュ
ヒ
マ
ー
ル

Ｈ
峰
西
面
）
は
登
頂
断
念
、
Ｋ
２
隊

（Ｋ

２
東
壁
）
は
目
下
登
山
中
。

■
会
員
異
動

物
故

大
森
信
治

（七
九
九

一
）
００

ｏ
５

・
２４

橋
本
行
雄

（九
九
三
二
）
００

ｏ
７

ｏ
ｌ３

池
田
昭
夫

⌒
一
三
二
六
八
）
００

ｏ
７

ｏ
２９

瀬理
ム
〓

松
浦
謙
助

⌒二
六
三
〇
）

山
田
靖
子

（五
九

一
八
）

平
井
康
之

（六
九
六
七
）

金
澤
喜
八

（九
二
〇
九
）

平
田
員
士

（九
五
〇

一
）

坂
田
昌
実

（九
八
五
七
）

西
川
弘
幸

（
一
〇
〇
五
八
）

遊
座
武

（
一
〇
六
八
九
）

四
■
日

７

月

１

日

３

日

４

日

５

日

６

日

１０

日

Ｈ

日
17 14
日 日

13 12
日 日

18

日

山
げ
ら
の
会
　
土
曜
会

総
務
委
員
会

学
生
部
　
二
火
会

イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
小
委
員
会
　
フ

イ
ル
ム
ビ
デ
オ
委
員
会
　
９３
同
期

△バ学
生
部
　
ト
イ
ン
シ
ン
ポ
小
委
員

会
　
フ
オ
ト
ビ
デ
オ
ク
ラ
ブ

ア
ル
パ
イ
ン
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
　
新

日
本
山
岳
志
編
集
委
員
会
　
山
げ

ら
の
会

常
務
理
事
会
　
ア
ル
パ
イ
ン
ス
ケ

ッ
チ
ク
ラ
ブ
　
９５
同
期
会

理
事
会
　
９３
同
期
会
　
９９
同
期
会

科
学
委
員
会
　
青
年
部
　
山
の
自

然
学
研
究
会

学
生
部
　
資
料
委
員
会

海
外
登
山
基
金
委
員
会
　
新
日
本

山
岳
志
編
集
委
員
会

百
年
史
委
員
会
　
図
書
委
員
会

１９

日

２５

日

２６

日

２７

日

２８

日

３１

日

集
会
委
員
会
　
ア
ル
パ
イ
ン
ス
ケ

ッ
チ
ク
ラ
ブ

山
研
運
営
委
員
会
　
三
水
会
　
ア

ル
パ
イ
ン
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
　
山
の

自
然
学
研
究
会

自
然
保
護
委
員
会

学
生
部
　
会
員
ア
ン
ケ
ー
ト
小
委

員
会

デ
ー
タ
ベ
ー
ス

・
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ

ト
小
委
員
会
　
９８
同
期
会
　
土
曜

△バア
ル
パ
イ
ン
フ
オ
ト
ビ
デ
オ
ク
ラ

ブア
ル
バ
ー
タ
二
〇
〇
〇
実
行
委
員

会
　
９９
同
期
会

７
月
来
室
者

５５８
名

北 ア ル プ ス 自馬 連 峰

ゆつくりとした重山をお楽しみください。

素泊り、山行中の継続
駐車もできます。もよ

り駅、登山口等、送迎
いたします。

4斗轟謳・猪

0ひまわリ
長野県北安曇郡白馬村神城 22114‐17
TEL(0261)75-2292(lυ
FAX(0261)75-3284
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イラスト・村上直温

◆
第

一
回
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ

体
験
講
習
会

集
会

・
指
導

・
青
年
部
委
員
会
共
催

室
内
壁
を
中
心
に
、
近
代
と
み
に
人
気

の
高
ま
っ
て
い
る
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
イ
ミ
ン

グ
の
体
験
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
は
年
齢
、
性

別
に
か
か
わ
ら
ず
誰
で
も
楽
し
め
る
非
常

に
面
白
い
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。
登
山
か
ら
独

立
し
た
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
気
軽
に
楽
し
む

こ
と
も
で
き
る
し
、
も
ち
ろ
ん
、
ス
ポ
ー

ツ
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
で
身
に
つ
け
た
ク
ラ
イ

ミ
ン
グ
能
力
を
本
ち
ゃ
ん
の
登
山
に
活
か

す
こ
と
も
で
き
ま
す
。

こ
れ
ま
で
縦
走
登
山
は
し
た
こ
と
が
あ

る
け
れ
ど
岩
登
り
は
し
た
こ
と
が
な
い
と

い
う
方
、
あ
る
い
は
岩
登
り
は
し
た
こ
と

が
あ
る
け
れ
ど
流
行
の
フ
リ
ー
ク
ラ
イ
ミ

ン
グ
を
や
っ
て
み
た
い
と
い
う
方
、
ぜ
ひ

ご
参
加
く
だ
さ
い
。
登
山
の
世
界
か
ら
生

ま
れ
た
こ
の
新
し
い
ス
ポ
ー
ツ
の
魅
力
に
、

き
っ
と
気
づ
か
れ
る
こ
と
で
し
よ
う
。

日
時
　
十
月
十
五
日
０
九
時
～
十
九
時

場
所
　
多
摩
ス
ポ
ー
ツ
会
館

（東
京
都
昭

島
市
）
内
　
人
口
壁

内
容

①
用
具
の
説
明
と
ロ
ー
プ
の
結
び
方

②
ト
ッ
プ
ロ
ー
プ
に
よ
る
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ

③
リ
ー
ド

・
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ

④
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
に
お
け
る
確

保
な
ど

講
師
　
松
原
尚
之

⌒指
導
、
青
年
部
委
員

会
担
当
理
事
、
文
部
省
登
山
研
修

所
講
師
）
　

他
三
名
を
予
定

参
加
費
　
二
千
五
百
円

必
要
な
装
備
　
ハ
ー
ネ
ス
、
Ａ
Ｔ
Ｃ
、
Ａ

Ｔ
Ｃ
用
環
つ
き
カ
ラ
ビ
ナ
、
ク
ラ

イ
ミ
ン
グ
シ
ュ
ー
ズ

定
員
　
三
十
名

申
込
　
九
月
末
日
ま
で
に
ハ
ガ
キ
か
フ
ァ

ッ
ク
ス
で
松
原
尚
之

（〒

一
六

四

‥
〇
〇

一
四
　
中
野
区
南
台

四
‥
二
‐
五
　
金
井
方
　
ｈ

・
○

三
‥
三
二
八
三
‐
六
〇
三
四
）
ま

で
。

＊
希
望
者
に
は
申
し
込
み
用
紙
、
資
料
等

を
送
付
し
ま
す
。

◆
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
登
山
者
の
立
場
か

ら
山
の
ト
イ
レ
問
題
を
考
え
る
」

科
学

・
自
然
保
護
委
員
会
共
催

八
月
号
巻
頭
で
も
述
べ
ま
し
た
が
、
表

記
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
、
環
境
庁
、
毎
日

新
聞
社
、
山
と
漢
谷
社
、
東
京
中
日
新
聞

社

（岳
人
）
、
日
本
山
岳
協
会
、
Ｈ
Ａ

Ｔ

‥
Ｊ
、
日
本
ト
イ
ン
協
会
の
後
援
を
得

て
開
催
し
ま
す
。

日
時
　
十

一
月
二
十
五
日
ω
　
十
三
時
三

十
分
～
十
七
時
三
十
分

会
場
　
東
京
都
高
年
齢
者
就
業
セ
ン
タ
ー

講
堂

（飯
田
橋
駅
か
ら
徒
歩
七
分
）

プ

ロ
グ
ラ
ム

基
調
講
演
　
森
武
昭
、
織
方
郁
映

（日
本

山
岳
会
科
学
委
員
会
委
員
）

講
演

「行
政
の
立
場
か
ら
」
徳
丸
久
衛
（環

境
庁
自
然
保
護
局
国
立
公
園
課
）

「山
小
屋
の
立
場
か
ら
」
赤
沼
健

至

（北
ア
ル
プ
ス
燕
山
荘
）

宮
崎
善
旦

（富
士
山

エ
コ

ｏ
ト
イ

ン
勉
強
会
会
長
）

パ
ネ
ル
デ
イ
ス
カ
ツ
シ
ョ
ン

大
蔵
喜
福

（日
本
山
岳
会
自
然
保

護
委
員
会
委
員
）

斎
藤
友
子

（日
本
交
通
公
社
）

北
村
節
子

（Ｈ
Ａ
Ｔ

‥
Ｊ
）

右
記
講
演
の
講
師

入
場
無
料

（た
だ
し
資
料
代
五
百
円
）

申
込
　
ハ
ガ
キ
に
氏
名
、
住
所
を
明
記
し

織
方
郁
映

（〒

一
五
七

‥
○
〇
七

三
　
世
田
谷
区
砧
八

‐
八

‥
二
三

皿

・
〇
三

‥
三
四

一
六

‥
二

一
六

九
）
宛
。

＊
申
込
者
に
は
先
着
順
三
百
名
の
方

へ
入

場
券
を
送
付
し
ま
す
。

◆

「雪
の
薬
師
、
槍
越
え
」
上
映
会

フ
ィ
ル
ム
ビ
デ
オ
委
員
会

大
正
十
二
年
か
ら
ニ
シ
ー
ズ
ン
に
わ
た

っ
て
、
名
古
屋
の
資
産
家

・
伊
藤
孝

一
は

立
山
～
針
ノ
本
岳
、
薬
師
岳
～
槍
ヶ
岳
と

積
雪
期
の
北
ア
ル
プ
ス
を
横
断
、
し
か
も

記
録
映
画
を
撮
る
た
め
三
ヵ
所
に
山
小
屋

を
建
設
、
空
前
の
ス
ケ
ー
ル
で
完
全
縦
走

を
果
た
し
ま
し
た
。
フ
ィ
ル
ム
は
、
こ
れ

ま
で
断
片
的
に
紹
介
さ
れ
、
山
岳
史
上
、

資
料
的
に
も
高
く
評
価
さ
れ
て
き
ま
し
た

が
、
今
年
の
春
、
全
編
を
通
し
作
品
と
し

て
完
成
し
ま
し
た
。

東
京
を
は
じ
め
各
地
で
上
映
、
絶
賛
を

博
し
ま
し
た
。
こ
の
度
ア
ン
コ
ー
ル
に
こ

た
え
山
岳
会
で
も
上
映
し
ま
す
。
雪
の
北

ア
ル
プ
ス
に
挑
戦
し
た
パ
イ
オ
ニ
ア
た
ち

の
足
跡
を
た
ど
る
日
本
最
初
期
を
飾
る
本

格
的
山
岳
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
像
で
す
。

日
時
　
十

一
月

一
日
Ｑ
十
九
時
～

会
場
　
日
本
山
岳
会
集
会
室

上
映
作
品

　

「雪
の
薬
師
、
槍
越
え
」

モ
ノ
ク
ロ
　
四
十
八
分

構
成
　
羽
田
栄
治

ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
　
児
玉
　
清

作
品
化
協
力
　
立
山
博
物
館

原
資
料
提
供
　
伊
藤
都
留
子

解
説

羽
田
栄
治

・
近
藤
隆
治

（対
談
）

◆
静
岡
支
部
創
立
五
十
周
年
記
念
事
業

静
岡
支
部

創
立
五
十
周
年
の
記
念
式
典
、
祝
賀
会
、

及
び
記
念
山
行
を
実
施
し
ま
す
。
本
部
、

他
支
部
か
ら
の
参
加
を
お
待
ち
し
ま
す
。

日
程
　
十

一
月
十

一
～
十
二
日

記
念
式
典
　
十

一
日
ω
　
十
三
時
～

(22)
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記
念
講
演
　
十
四
時
～

「山
で
出
遭

っ
た
様
々
な
動
物
た
ち
」

講
師
　
西
丸
震
也
氏

会
場
　
ニ
ッ
セ
イ
静
岡
駅
前
ビ
ル
三
階

記
念
祝
賀
会
　
十
九
時
～
二
十
二
時

記
念
山
行
　
十
二
日
　
山
伏
岳

会
費
　
式
典
、
祝
賀
会
、
山
行

　
一
万
五

千
円

祝
賀
会
、
山
行
の
み

一
万
三
千

円

連
絡
先
　
十
月
十
日
ま
で
に
会
員
番
号
、

氏
名
の
他
、
①
式
典
の
み
　
②
祝

賀
会
と
山
行
　
③
式
典
か
ら
山
行

ま
で
、
の
い
ず
れ
か
を
明
記
し
て

山
田
透

⌒ｈ
Ｏ
五
四
‥
二
七

一
‐

新
日
本
山
岳
志

（仮
題
）

出
版
契
約
を
締
結

七
月
十
七
日
午
後
二
時
よ
り
、
日
本
山

岳
会
会
議
室
に
お
い
て
「新
日
本
山
岳
志
」

（仮
題
）

の
出
版
契
約
を
、
日
本
山
岳

会

・
大
塚
会
長
、
ナ
カ
ニ
シ
ヤ
出
版

・
中

西
代
表
取
締
役

の
両
者
間
で
締
結
し
た
。

小
倉
副
会
長
、
高
本
泰
夫
編
集
長
、
大
森

久
雄
副
編
集
長
が
同
席
し
た
。

契
約
書
の
締
結
に
よ
り
、
二
〇
〇
五
年

に
創
立
百
周
年
を
迎
え
る
日
本
山
岳
会
の

記
念
事
業
の

一
つ
と
し
て

「新
日
本
山
岳

志
」
の
編
集
、
出
版
に
弾
み
が
つ
く
も
の

と
思
わ
れ
る
。

一
‐
五
三
二
七
）
、

大
石
惇

（ｈ
Ｏ
五
四

‐
二
八
二

‥

三

六

五

六
　
　
　
　
国
‥
ヨ
”
〓

”
σ
”
〇
】∽
】（∪
”
∞
「
・∽コ
一Ｎ
Ｃ
Ｏ
π
”
・”
０
」
０

◆
第
六
回
伊
吹
山
播
隆
祭

東
海
支
部

日
程
　
十

一
月
十

一
日
ω
～
十
二
日
０

集
合
　
十

一
日
十

一
時
Ｊ
Ｒ
近
江
長
岡
駅

会
場
　
山
東
町
鴨
池

（宿
泊
）

午
後
　
播
隆
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

山
行
　
十
二
日
　
行
導
岩
―
伊
吹
山
山
頂

Ｊ
Ｒ
近
江
長
岡
駅
十
五
時
頃
帰
着

費
用
　
一
万
三
千
円

問
合
せ
　
伊
吹
山
播
隆
祭
事
務
局

・
稲
葉

省
吾

（
〒
五
〇
三

‥
二
三

一
四

岐
阜
県
安
八
郡
神
戸
町
落
合

一
二

四

‥
一
一
）

◆

「岳
人
　
冠
松
次
郎
」
展

東
京
都
北
区
岸

町

で
生
涯
を
終
え

、

「黒
部

の
主
」

の
異
名
を
と

っ
た
明
治
、

大
正
期
の
著
名
な
岳
人
、
冠
松
次
郎
氏
の

没
後
三
十
年
を
記
念
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な

資
料
で
そ
の
業
績
を
振
り
返
り
ま
す
。

会
期
　
十
月

一
日
０
～
十

一
月
二
十
日
囚

会
場
　
東
京
都
北
区
飛
鳥
山
博
物
館
　
特

別
展
示
室

観
覧
時
間
　
十
時
～
十
七
時

観
覧
料

　
一
般
三
百
円
　
子
供

（高
校
ま

で
）
百
円

問
合
せ
　
北
区
飛
鳥
山
博
物
館
担
当
学
芸

員

・
中
野
守
久

（〒

一
一
四

‥
○

○
〇
二
東
京
都
北
区
王
子

一
‐

下

三

攣

〇
三

‥
二
九

一

六

‥
一
一
三
百
一　
ｈ

・
〇
三
‥
三

九

一
六
‐
五
九
〇
〇
）

◆
第
十

一
回
懇
親
山
行

”
同
期
会

黄
金
色
に
染
ま
り
ゆ
く
山
里
の
秋
の
装

い
を
山
上
か
ら
俯
敏
し
ま
せ
ん
か
。
同
期

以
外
の
方
の
参
加
も
歓
迎
し
ま
す
。

日
時
　
十
月
二
十
八
日
０

場
所
　
鶴
ガ
鳥
屋
山

集
合
　
Ｊ
Ｒ
中
央
線
笹
子
駅
改
札
口
　
九

時
十
分

行
程
　
笹
子
駅
―
宝
越
え
―
鶴
ガ
鳥
屋
山

上

一田
沢
―
初
狩
駅

申
込
　
十

一
月
二
十
三
日
ま
で
に
召
田
俊

雄

（〒
三
六
二
‥
○
〇
三
四
　
上

尾
市
愛
宕

一
‥
一
六

‐
三
〇
‐
四

〇
一
一　
肌
〇
四
八
‥
七
七
二
‐
八

三
四
三
）

◆
∞
会
第
六
回
山
行

∞
同
期
会

日
時
　
十

一
月
十

一
日
ω
～
十
二
日
０

場
所
　
雲
取
山

（雲
取
山
荘
泊
）

集
合
　
三
峰
口
駅
九
時
四
十
分

申
込
　
士
口
澤
平
治
ま
で

（肌
＆
ｈ

・
〇
四

四
‐
九
二
三
‐
五
八
九
五
）

◆
第
五
回
山
行

「太
郎
山
」

９８
同
期
会

同
期
会
員
に
限
ら
ず
ど
な
た
で
も
参
加

を
歓
迎
し
ま
す
。

日
程
　
十

一
月
十
日
０
～
十
二
日
０

場
所
　
学
習
院
日
光
光
徳
小
屋

集
合
　
十
日
夜
　
懇
親
の
み
に
参
加
の
方

は
十

一
日
夜
集
合

行
程
　
十

一
日
　
太
郎
山

十
二
日
　
周
辺
散
策

費
用
　
一
泊
に
つ
き
四
千
円

（自
炊
）

飲
食
代
約
二
千
円

締
切
　
十
月
十
日
ω
　
先
着
二
十
名

申
込
　
ハ
ガ
キ
に
氏
名
、
会
員
番
号
、
年

齢
、
肌
＆
ｈ
番
号
を
明
記
し
て
海

老
沼
清
宛

（〒
三
三
二
‥
○
〇
二

一　
川
口
市
西
川
口

一
‐
二
七

‐

一
四
　
肌
〇
四
八

‐
二
五
五

‥
○

一　
エハ
エハ
）

＊
申
込
者
に
は
詳
細
を
送
付
し
ま
す
。

◆
高
橋
て
る
子
　
山

・
花
の
絵
展

カ
ラ
コ
ル
ム
、
日
本
ア
ル
プ
ス
、
花
な
　
＞

ど
大
型
作
品
を
中
心
に
展
示
し
ま
す
。　
　
　
ω

会
期
　
十
月
二
日
ω
～
八
日
０

十

一
時
～
十
八
時
三
十
分

（最
終

日
十
七
時
）

会
場
　
朝
日
ア
ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー

（有
楽

町
マ
リ
オ
ン
横
　
肌

・
〇
三
＝
三

五
六
七

‥
一
六
七

一
）
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